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この事業 は、競輪の補助金 を受 けて実施 した ものです。
　 1クo



序

デー タベー スは、わが国の情報化の進展 上、重要な役割 を果 たす もの と期待 され て

い る。今後、デー タベー スの普及 によ り、わが国にお いて健全 な高度1青報化 社会の形

成 が期待 され る。 さらに海外 に対 して提供 可能 なデータベ ースの整備 は 、国 際的な情

報化 への貢献 お よび 自由な情報 流通 の確保の観点か らも必要で ある。 しか しなが ら、

現在わが国で流通 してい るデー タベースの中でわが国独 自の もの は1/3に す ぎな

いのが現状で あ り、わが国デー タベースサー ビスひいてはバ ランス ある情報産業 の健

全 な発 展 を図 るた めには、わ が国独 自のデー タベースの構 築お よびデー タベー ス関連

技術 の研 究開発 を強力 に促進 し、デー タベー スの拡充 を図 る必要 があ る。

この よ うな要請 に応 えるた め、(財)デ ー タベー ス振 興セ ンター では 日本 自転 車振

興会か ら機 械工業振興資金 の交付 を受けて、データベースの構 築お よび技術 開発 につ

いて民間企業 、団体等 に対 して委託事業 を実施 してい る。委託事業 の内容 は、社会的、

経 済的 、国際的 に重要で 、また地域 お よび産業の発展 の促進 に寄 与す る と考 え られて

い るデー タベー スの構築 とデー タベース作成 の効率化 、流通 の促 進 、利 用の 円滑化 ・

容易化 な どに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術 であ る。

本事業 の推進 に当って、当財 団に学識 経験者 の方 々で構成 され るデー タベ ース構

築 ・技術 開発促進委員 会(委 員長 東海大学教授 上條 史彦 氏)を 設置 している。

この 「患者投薬時 に交付す る服薬等指導文書のデー タベー スの構 築」は平成8年 度

のデー タベ ースの構築促進 お よび技術 開発促進事業 として、当財 団が 株式会社YS

企画 に対 して委託 実施 した課題 の …っである。この成果 が、デー タベー スに興味 を

お持 ちの方々や諸 分野の皆様方 のお役 に立て ば幸いで ある。

なお、平成8年 度デ ー タベー スの構築促進 お よび技術 開発促 進事業で実施 した課題

は次表 の とお りで ある。

平成9年3月

財 団法 人 デ ー タベ ー ス 振 興セ ン ター



平成8年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1報 道 写真 を中心 と した商用デ ジタ (株)毎 日新聞 社

ル 写真 デ ー タベ ー ス構 築

2WWWに よる医薬情報全文検索デ 日本電 子計算(株)

社 会 一 夕ベー スの構築 と利用者Q&A

デ ー タベ ー ス シ ス テ ム の構 築 P`

3生 活 博物 史デー タベ ースの構築 (株)NHK情 報 ネ ッ トワ

一 ク

4信 濃 毎 日新 聞記 事デ ー タベー スの 信濃 毎 日新聞(株)

構築
イ

5患 者投薬時に交付する服薬等指導 (株)YS企 画

文 書 の デ ー タベ ー ス構 築

中小企業振興 6自 治体議 事録のSGMLデ 一 夕ベ (株)会 議録研 究所

地域 活 性 化 一ス化 と情報検索ブ ラウザ機能 開

発

7全 国ベ ンチ ャー 支援 機 関 の ネ ッ ト (株)日 本 イ ン テ リジ ェ ン

ワー ク化 による起業化 支援デ ー タ ト トラ ス ト

ベ ー ス の プ ロ トタイ プ構 築

8イ ン ター ネ ッ トを用 い た イベ ン ト (社)日 本 イベ ン ト産 業 振

情 報 サ ー ビス 興 協会

1

9デ ー タベ ー ス ク リア リン グサ ー バ セ ン トラル開発(株)

のプ ロ トタイ プの作成 情報図 書館RUKlT

10中 堅 ・中小 企 業 向 け顧 客 デ 一 夕ベ ー (株)日 経 リサ ー チ

ス利 用 ソ フ トの プ ロ トタ イプ 作 成

技 術 11写 真 デ ー タベ ー ス へ の感 性 か らの (株)中 日新聞社

接近に関す る調査研究

12イ ン ター ネ ッ ト上 の情 報 オ ブ ジ ェ (株)新 世代 システ ムセ ン

ク トを利 用 した高信頼 アフ リケー タ ー

シ ョン開発技術 に関す る調査研究
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1.患 者 投 薬 時 に 交付 す る服 薬 等指 導 文 書 の

デー タ ベー スの 構 築

11服 薬 等 指 導 文 書 の デ ー タ ベ ー ス

1.1.1目 的

現 在 、国 内 に て 流 通 して い る医 薬 品 は 、局 方 品 ・一 般 名 薬 剤 等 、基 本 的 医

薬 成 分 で は 、約3,500種 類 い わ れ て い る が 、 これ らの 成 分 に よ っ て 、製

造 ・販 売 され て い る 商 品 とな る と 、医 師 の 処 方 に よ り投 与 され る 医 療 用 医 薬

品 で 、約20,000品 目、街 の薬 局 あ る い は 家 庭 配 置 薬 等 で 手 軽 に 入 手 出

来 るOTC薬 剤(一 般 用 医 薬 品)で も、20,000品 目 に 近 い 数 とな っ て

お り、医 療 の 現 場 に お い て これ ら医 薬 品 の 情 報 を 掌 握 し、熟 知 す る こ とは 容

易 な こ と で は な い。

近 年 、医 療 に お い て の 安 全 性 が 叫 ば れ 、特 に 医 薬 品 に つ い て は厚 生 省 は 元

よ り、関 係 団 体 、関 係 メー カ ー あ るい は 関 連 販 社 等 に お い て もそ の 重 要 性 を

認 識 し、 資 料 ・デ ー タ と して 、数 多 く提 供 ・販 売 され て い る が 、現 場 サ イ ド

に お い て そ れ らの 資 料 ・デ ー タ を使 用 す る 場 合 、次 の よ うな 問 題 点 が あ る こ

とが 判 明 した 。

(1)、 医 薬 品 一一'般名(1.1.3(2)ア 、 に記 述)を 基 準 と して 編 集 され た 、 日本

医 薬 情 報 セ ン ター 編 、 薬 業 時 報 社発 行 の 「日本 医 薬 品集 」 あ る い は 医 薬

品 添 付 文 書(各 医 薬 品 に 添 付 され た 文 書二)を 只 、 要 約 した だ け の もの や 、

抗 癌 剤 ・化 学 療 法 剤 等 の様 に 、患 者 さん に 対 し明 示 の 難 しい も の を カ ッ

トして あ る も の が あ る。

(2)、 忙 しい 調 剤 の 現 場 に お い て わ ざ わ ざ厚 い 書 籍 を め く っ た り、 コ ン ピ ュ

ー タ を
、 立 ち 上げ た りな ど他 の 手 段 に て 該 当 す る薬 剤 の情 報 を検 索 す る

こ と は 、ll幸川1'1勺に 難 しい 。

(3)、 一…薬 剤 に 対す る↑Ill報{ltが多 く、調 剤 の 現 場 に お い て 必 要 とす る項1ヨ を

探 す 手 間 が 大 変 で あ り、 そ の た め に 、 手 を抜 い て し ま う例 が あ る よ うで

あ る。
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(4)、 患 者 さん に 対 す る 情 報 表 示 の 内 容 に よ って は 、患 者 さん の 恐 怖 心 を煽

り、服 川 を避 け た り薬 剤 を 選 別 して 服 川 す る な ど 、逆 効 果 に な る場 合 が

考 え られ る。

(5)、 年ll『1に新 規 発 売 され る 医 薬 品 の 数 や 、改 訂 され る 医 薬 品 添 付 文 書 件 数

を 考 慮 した 場 合 、 メ ン テ ナ ン ス情 報 の 提 供 時 期(周 期)が 重 要 と考 え ら

れ る。

しか しな が ら、現 在1二lj行され て い る もの の 中 に は 、 メ ン テ ナ ン ス 情 報

の 提 供 時 期 「(周 期)が 不 明 確 で あ っ た り、年 に 数 度 だ け で あ る 場 合 が あ

る。

そ こで 、それ らの問題 等 を考慮 の上 、各 医薬 品 メーカー よ り提 供 され る添

付 文書 集 、そ の他 の情 報 を基 に 、「必 要な情 報を、簡 単に検 索が 可能 で あ り ・

患者 さん に優 しく ・最新情 報 を短 期 に提供 」を 目的 に 、調 査 ・研 究 し、構築

す る もの であ る。

1.』1.2交 付 文 書 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

(1)、 は じめ に

こ の デ ー タベ ー ス は 、保 険(調 剤)薬lri)あ る い は 、医 療 機 関 の 薬 局 に お

い て 、投 与す る薬 剤 の 、 医 薬 品 名 ・ ・li1文名 ・剤 型 ・色 ・識 別 記 号は も と よ

り、何 の 薬(効 能 ・効 果)、 副 作 川 、服 薬Lの 指 導 ・注 意 事 項 等 を 、プ リ

ン トア ウ トして 、患 者 さん に 直接 お 渡 しす る もの で あ り、コ メ ン トの 文 面

に は 最 大 の 注 意 を は らい つ つ 、 又 、検 索 の 時 間 削 り支を 図 る た め 、窓 口設 置

の 医 療`・1}:移川 コ ン ピュ ー タ(1.2.2に 記 述)を 活 用 す る もの と して 、 デ ー

タ を 構i棄 す る。

(2)、 デ ー タ収 集 及 び 作 成 ヒの 問題 点 、 並 び に 開 発 上 の 考 慮

デ ー タ開 発 に 当 た り、収 集 ・開 発 ゐ 問 題 点 ・考1琶:すべ き事 項 は 次 の 通 り

で あ る。

ア.デ ー タベ ー ス構 築 に お い て の1 題 及び考慮事項
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① 、 医 薬 品 数 を 考 え た 場 合 、使 用 目的 ・効 能 な ど に よ り、医 薬 費 音 自体

の 分 類 が 必 要 とな る。公 的 な分 類 と して は 、通 産 省 が 商 品 管 理 の た め 、

設 定 した 「[1本 標 準 商 品 分 類(1990年 改 訂)」 中 、 医 薬 品 を 示 す8

7か ら始 ま る 分類 番15・か ら、 通 称 「87分 類 」(詳 細 は1.1.4に 記 述)

が 、存 在 す る が 、 この87分 類 は 、 薬 剤 効 能 ・効 果 別 ば か りで な く 診

療 辞 別 、診 療 目的 別 な どの 分 類 も混 在 して い る た め 、そ の ま まの 流 用 は

不 可能 と判 断 し、87分 類 コー ドを分 析 した 結 果 、 目的 に応 じて使 い 分

け し、 さ らに 余 分 の 領 域 を 確 保 し、 不備 を 補 う と共 に 、配 合 剤(複 数 薬

剤 を 配 合 した 薬 剤)を 考 慮 して 、 使 用 す る。

② 、 前 項 と一一体 に な る 分 類 と して 、医 薬 品 …'般名(局 方1品 ・一 般 名 薬 剤

等 、 基 本 的 成 分0)総 称)が あ る。

医 薬 品 は 、 こθ～一 般 名 薬 剤 を 、離 日⊆あ る い は 複 数 配 合 した もの で あ り、

各 製 薬 メー カ ー ご と発 売 され て い るが 、そ の 内 容 は 同 一 で あ る場 合 が 少

な くな い 。

そ の た め 、同 成 分 の 薬 剤 を集 約 す る こ とに よ り、医 薬 品 数 を 減 らす

こ とが 可能 で あ る。

③ 、現 在 市 販 され て い る デ 一-!7il・i、上記lrr十 ・一般 名 、1司一 薬 剤 で あ っ

た 場 合 、全 薬 剤 の 情 報 が 、1司 一コ メ ン トに て 表 示 す る もの が 散 見 され る。

しか し、llrl・ ・般 名 、同 ・薬 剤 で あ っ て も、剤 型 ・組 成 成 分 含 有 量 の

違 い 、製 造 メー カ ー に よ り、適 応 病 名 ば か りで な く、指 導 の 内 容 が 異 な

る もの が 多 数 存 在 す る。 そ の た め 、・この デ ー タベ ー ス にお い て は 、同 一ー

一般 名
、 同 …薬 剤 で あ っ て も、そ の 薬 剤 の 適 応 病 名(効 能 ・効 果)・ そ

の 他 の 情 報 等 を チ ェ ッ ク し、明 らか に 違 う と判 断 した 場 合 、別 の 薬 剤 と

して 認 識 した1二 で 、独 自 に 名称 を 作成 し、 コー ドを変 えて 、デ ー タ を作

成 す る。

④ 、配 合 剤 に つ い て は 、87分 類 に お い て は 主 た る 薬 剤 に よ り分 類 され

て い る た め 、前 記 の よ うに87分 類 コー ドを 拡 張 使 用 に よ り対 応 す る が 、

一 部 対 応 しきれ な い もの に つ い て は
、同 …配 合 の 薬 剤 を 登 録 して 辞 書化

した薬 物 群 辞 書に て 対 応 す る。
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⑤ 、新 規 医 薬 品 ・添 付 文 書 変 更†lll報tiuul収集 に つ い て各 製 薬 ・販 売 メー

カ ー の 添 付S(-i!!i二葉 並 び に 、添 付 文 書 θ)変 更 情 報 等 の 入 手 時 期 を 迅 速 化 す

る。

しか し、人 手の 困 難 な もの に つ い て は 、他 社の1河 系 薬 剤 情 報 に よ り対

応 し、 人 下 しだ い 直 ち に メン テ ナ ン ス を行 う。

⑥ 、 注射 薬 ・造 影 剤 ・検 査 薬 等 の 」h11:一報 に つ い て

業 務 支 援 に お い て デ ー タ を 必 要 とす る薬 剤 は 、 内 川 薬 ・外 川 薬 ・一 音ll

の 注 射 薬(厚 生 省 に て指 定 され た も0))で あ り、必 要 と判 断 す る薬 剤 の

み 情 報 収 集 を 行 う。

1.1.3業 務 支 援 用 デ ー タ の 作 成 と仕 組 み

(1)、 デ ー タ収 集

ア 、各 医 薬 品 製 造 ・販 売 メ ー カ ー よ り発 行 の 医 薬 品 添 付 文 書集 等 を2、9に、

① 、 …般 名

② 、 商 品 名

③ 、剤 型(内 川 ・外Jl]・ 注 射 薬 別 、 錠 剤 ・カフ セ ル 等 の 別)

④ 、薬 剤 の 色

⑤ 、識 別 記 号(薬 剤 の イミ体 ・ヒー トの 耳 ・包 装 等 に 記 載 され た 記 号等)

⑥ 、 薬 剤 の 効 能 ・効 果(適 応 病 名)

⑦ 、 副 作 川 情 報

⑧ 、服 用 上 の 注 意

⑨ 、服 川Lの 指 導 享 宴i等

な どの 必 要 頃 日 ・該 当 コ メ ン トの 原 案 を収 集 川 紙 に て 収 集 す る。

イ 、 収 集 し た も の を 、87分 類 、 一一般 名 別 に 整 理 し 、1司 一 一 般 名 で あ っ て

も違 い の 有 す る も の を 分 類 す る 。

(2)、 デ ー ク 整 理 の 基 本

ア 、 医 薬lhtTの 一般 名 と は 、

こ の デ ー タ ベ ー ス に お け る ・・般 名 と は 、 一'般名 ・統 一 名 ・局 方 名 ・一
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部 の 配 合 剤 で 、商 品 名 に て1呼称 した ほ うが 有 川 と思 われ る も の 等 を 総 称

して い る。

現 在 、局 方 品 ・ ・般 名 ノ淳、 基 本 的 医 薬 成 分 と して約3.500種 ほ ど

あ る が 、 同 一'名 称 の …'般 名 で も、剤 型 ・含 有 量 ・メー カ ー 等 の 違 い に よ

り、効 能 ・効 果(適 応 病 名)、 使 用 上 の 注 意 事 ユ頂等 に 違 い が あ る た め 、

枝 番 に よ り、)川 ・'般名 と して い る。

イ 、 一一般 名 の 表 記 に つ い て

一般 名 表 記 に は 基 準 的 な もの と して は
、

lNN=国 際 名(英.名)

JAN=1」 本 ・名(英 文表 示 と カナ ・名 表 示)

JP=日 本 薬 局 方

例

商 標 名(商 品)ボ ノレタ レン錠

・ 般 名 ジ ク ロ フ ェナ ク ナ トリ ウム(日 本 カ ナ 名 表 示)

diclofenacsodiun(日 本 英 文 表 示)

diclofenac(匡lll祭41)

と 、 され て い る が 、実 際 に は 、国際 名 に も米 州 、欧 州 で 違 い が あ り又 、

日本 国 内 に お い て も書 籍 に よ っ て 同 一 薬 剤 で あ/)て も …一般 名 が 違 う も

0)が 右:在 す る。

これ は 、製 薬 メー カー 表 記 の もの と、1?:生 省 薬 務 課 表 記 の 違 い に よ る

場一合 等 の 問 題 で あ り、こ のデ ー タベ ー ス に お い て は 、JANカ ナ 名 一表示

を基 準 と し、異 な る…・般 名 が 存 在 した 場 合 に は 、厚 生 省 薬 務 課 に て使 川

す る 表 記 を 用 い る。

ウ 、 …・般 名 コ ー ド

…般 名 で の 整 川!に 必 要 な コ ー ドで あ る が
、・公 的 な …般4《1コ ー ドは 存:在

せ ず 、そ の た め 、 こ の デ ー タ ベ ー ス で は 独 自 にll皆層 化 した コ ー ドを 作 成

し 、 一…般 名 コ ー ドと して い る 。
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1.1.487分 類 コー ドと は

87分 類 とは 、前 項 に て も記 述 した 通 り、通 産 省 が 商 品 管 理 の た め 、設 定

した 「日本 標 準 商 品 分 類(1990年 改 訂)」IFI、 医 薬 品 の 項 「87」 を略 し

て 通 常3～4桁 の 十 進 分 類 で 用 い る もの で あ る が 、

1

2

3

4

5

6

7

8

9

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

神経 系 及 び感 覚 器官 川 医4ピ品

中枢判1経系 川剤

解熱鎮 痛 消 炎剤

アニ リン系製剤

ベ ンジ ダ ミン製剤

サ リチル酸 系製 剤

ヒラゾ ロン系製剤

イ ン ドメタ シン製剤

ピラ ビタール系類 複 合体 製剤

フェニル酢 酸系 製剤

塩 基性 消炎 鎮痛 剤

その 他の解 熱鎮 痛 消炎 剤

耳 鼻科川 剤

耳 鼻科 川lflL‖釧 又縮 剤

等 の よ うに 、成 分 分 類 に よ る もの 、治 療1]的 に よ る もの 等 、一一一貫 して お

らず 、 又 、 そ の 他 ・配 合 関 係0)細 分化 も必 要 とな る。

こ の デ ー タベ ー ス に お い て は 使 川1-1的 に よ っ て 、87分 類 を 使 い 分 け し、

さ ら に桁 を追 加 して 、配 合 ・そ の 他 の 項 を細 分 化 して い る 。

例

23

233

2331

2332

2333

消 化 器 富 川 薬

健ll…1消化 剤

?肖イヒ酉孝志 製 斉ll

酉孝母聾呈斉‖

・苫:味製 剤
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2334

2335

2336

23390

23394

23395

23396

23397

23398

22299

芳 香 製 剤

西表ヲi頁製 斉1|

塩 化 カ ル ニ チ ン 製 剤

そ の 他

炭 酸 水 素 ナ ト リウム ・呂:味質 剤(酵 素1配 合 を 含 む)

iiljイヒ門形メミ子裏合・斉ll

消 化 酵 素 ・デ ヒ ドロ コー ル 酸 剤(シ リ コ ン配 合 を含 む)

消 化 酵 素 ・制lj変・生 薬 ・被 覆 剤

?iljイヒ酉孝メミノヒ1呈i斉ll

そ の 仙 の 配 合 剤

1.1.5コ メ ン トの 整 理 ・記 号 化

服 薬 等 指 導 文 書 用 の コ メ ン トは 、制 約 され た 範 囲 の 中 で表 示 す るた め 、

コ メ ン トの 意 味 が 理 解 で き る範 囲 内 に 簡 略 化 して い る。

しか しそ の コ メ ン トを 見 る の は 患者 さん で あ る の で 、患 者 さ ん レベ ル

で も読 み や す く 、 意 味 の 通 じる もの に しな けれ ば な らな い。

又 、以 ドの デ ー タ は 、直 接 患 者 さん に 渡 す もの で あ り、添 付 文 書を 忠 実

に 作 成 して しま う と、患 者 さん に 刺 激 的 で あ っ た り、恐 怖 心 を 与え 、服 用

を 中1ヒ して し ま っ た り、薬 剤 を選 別 して服 用 す る な どの 問題 を 起 こ しか ね

ず 、そ の た め 、 この デ ー タベ ー ス にお い て は 、 文章 の 簡 略 化 並 び に 文 章 の

内 容 に つ い て 、ベ テ ラ ン の 薬 剤 師 、患者 さん に 見 立 て た 一一・般 の 方 々 に チ ェ

ッ ク させ て い る。

尚 、 医 師 、 薬 剤 師 に 対 して は 、添 付 文 、蝦 こ忠 実 な コ メ ン トは を 、別 デ ー

タ に て 提 供 す る 必 要 が あ る と、 考 え て い る。

1.1.6コ メ ン ト の 実 際

(1)、 イll∫σ)当㌧`～('SYJhLd.汐jm-j凶 ルi:ジ1)ji7f|)

医 薬 品 添 付 文1.1/i:tl,、 効 能 ・効 果 欄 に 記 さ れ た 症 状 ・病 名 をJl又 楽 し 、 患 者'

さ ん に 解 出 来 る 様 、 川 治 の 修IE・ 修lilll語 の 追 ノ川 を 行 う 。
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例

Qoo51

QO216

Q1292

Q1711

ア レル ギ ー 性 鼻 炎 の 治 療 薬 で す 。

ビク ミンB12製 剤 で 、灯:産 婦 の 貧lil1.、そ の他 の 貧 血 、抹 消

神 経 障 害 な どの 治 療 薬 で す 。

狭 心 症 ・心1萌 梗 ソ19の治 療 薬 です が 、 血.栓の 予 防 ・尿 蛋 白 量

を減 らす の に もf吏い ま す 。

抗 生 物 質 の 外 川 薬 で 、 糸ll昭1によ る感 染 症 の 治 療 薬 で す 。

(2)、 副 作 川

医 薬 品 添 付 文,1}:'1|、使 川 上の 注 意 の 項 、副 作 川 棚 よ り収 集 し、患 者 さん

に 対 す る影 響 を 考 慮 しつ つ 、 川 語 の 修 正 ・修 飾 語 の 追 ノ川を 行 う。

例

ROO241"〕 所 に 刺 激 感'汗 が お こ る こ とが あ ります 。

ROO25湿 疹 、発 疹 、 か ゆ み 、刺 激 感 等 が お こ る こ とが あ り ます 。

RO]291腹 部 の 不 快 感 、 腹 痛 、 発 疹 等 が お こ る こ とが あ りま す 。

R5023心 悸 克進(心 臓 が ど き ど きすZ))、 発 汗 過 多 、頻 脈 、 長 期

服 川 で1ilL)ll(ノ)1二ht・

(3)、 服 川1痔 の 注 意 ・服 川 指 導 コ メ ン ト

添 付 文書 の全 般 よ り、患 者 さん に 対 して 必 要 な 注 意 ・指 導 事 項 を 選 択 し、

患 者 さ ん に 対 す る 影 響 を 考慮 しつ つ 、川 治 のll歩止 ・修 飾 語 の 追 ノ川を 行 う。

例

Q次 の 医 薬 品 との 併 川 又 は 飲 酒 に よ りそ の 作用 が 増 強 され る こ と

が あ る の で 、 こ の よ うな 場 合 に は ・ ・ …

A服 川 中 は ア ル コ ー ル 類 を 飲 ま な い で ドさい 。薬 の 作 用 が 強 く 出 る

こ とが あ りまつ=。

Q過 度 に使 川 を続 けた場 合 、不整脈 、場 合 に よ り心停ILを 起 こすお
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A

A

そ れ が あ り、特 に発 作発 現時の 吸入 投 与の 場合 に は、使 用 が 過度

に な りや す いの で、 十分に注意 す るこ と。

過 度 に使 川 を続 け る と心臓 に影 響 を及 ぼす こ とが あ るの で、医 師

の指 示 を守 りま しょ う。

発 作 時 の吸入 は過度 にな りやす い の で、注 意 して 下 さい。

Q循 環 器:と き に心 悸 元 進v脈 拍 増 加 、 不 整 脈 が あ らわ れ る こ とが

あ る。

Q精 神 神 経 系:と き に頭 痛 、 手指 振 戦 、ね む け 、 ま た 、 まれ に め ま

い 等 が あ らわ れ る こ とが あ る。

A頭 痛 、 動 悸 、 手の ふ る え が 出 る よ うな らば 、医 師 に相 談 して 下 さ

い 。

(4)、 薬 斉ll言 己弓・

薬 剤 記1ナ は 、本 体 ・包 装 ・ヒ トの 耳 に 記 載 で あ る が 、最 近 耳 の 部 分 に は 、

フ ル ネ ー ム が 一一般 的 で あ り、折 っ て 渡 す 例 が 多 い た め 、こ の べ ー ク ベ ー ス

で は 、フ ル ネ ー ム を除 く、本 体 と、包 装 に 記 載 され て い る もの を 二つ に 分

け て 、提 供 す る。

(5)、 会 社 マ ー ク

前 項 の 薬 剤 記 号 と1ii]様に そ の 薬 剤 を限 定 す る に 有 用 な情 報 で あ るが 、各

製 薬 ・販 売 メー カー に よ っ て 、 統 一・的 に使 用 して い る とは 限 ら な い 。

そ れ は 、 ロ ッ トに よ りマ ー クや 記15一を 変 え た り、製 薬 ・販 売 メー カ ー の

統 廃 合 に よ り変 更 され る 場 合 等 、一ー一・社 で7種 類 が 存 在 す る こ とを確 認 して

い る。

現 在 確 認 して い る 各 社 の マ ー ク は 、字 体 の 変 形 、 白抜 き 、カ ナ 文 字 とア

ル フ ァベ ッ ト表 示 、 旧マ ー クな ど も加 え る と、 九 百有 余 と な る。

薬 剤 各 々 に は … 個 で あ るた め 収 集 可能 と思 わ れ るが 、九 百 有 余 の マ ー ク

を 表 示 させ るた め に は 、外 字 に て 作 成 せ ね ば な らな い もの が 数 百 あ り、デ
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一 ク的 に も
、 ソフ ト作 成 上 にお い て も問 題 が あ り、 考 慮1や で あ る。

他 の デ ー タベ ー スの 様 に 、代表 的 な マ ー ク 百前 後 に整 理 し、そ れ の み を

表 示 とす る こ と も 考え られ るが 、 ベ ス トで あ るの か は 、 疑 問 で あ る。

よ っ て 今 回 は 収 集 表 示 しな い。

た だ し、今 後 の 要 望 に よ っ て は 、バ ー ジ ョ ン ア ップ 時 に 、考 慮 す る 予 定

で あ る。

(6)、 斉llJ号!1

ア 、 内 川 薬 、 内 滴 剤 、 注 射 薬 、 外 川 薬 、 滴 剤 に よ る もの と、

イ 、 錠 、 カプ セル、 注 射 薬 、 散 剤 、 貼 付 剤 の よ うな 、 表 示 方 式 が あ り、 そ れ

らを 記 号化 して収 集 し、 コ ン ピ ュー ター に て 表 示 、プ リン トア ウ トで の 印

刷 時 に 、原 文 に 戻 して 表 示 す る。

(7)、 色

各 製 薬 ・販 売 メ ー カ ー の 資 料 に よ り収 集 す るが 、色 の 説 明 に つ い て 千 差

万 別 で あ り、統 一的 な 表 示 は 不 可能 で あ る た め 記 号化 せ ず 、原 文 の ま ま 、

テ キ ス ト文 に て 収 集 し、 そ の ま ま表 示 す る。

1.2服 薬 指 導 文 書 の デ ー タ ベー ス と

各 種 医 療 事 務 用 コ ン ピュー タ との 問 題 点

1.2.1目 白勺

前 項 で 作成 され た 「服 薬 指 導 文llfの デ ー タベ ー ス 」 は 、.医療(薬 局)事 務

川 コ ン ピュ ー タ との 融 合 に よ り、そ の 効 果 が 発 揮 され る。 この 項 に お い て は 、

各 医 療(薬 局)事 務 月1コ ン ピ ュー タ との 融 合 す る場 合 に 、起 こ り得 る 問 題 点

に つ い て 検 証 し、 そ の 解 決 方 法 に つ い て 記 載 す る。
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1.2.2医 療(薬 局)事 務 用 コ ン ピ ュー タ と は

医 療(薬 局):∫h:務 川 コ ン ピ ュー ク とは 、 医 療 機 関 あ るい は 、 イ呆険(調 剤)

薬 局 に お い て 、医 療 費 、薬 剤 等 の 窓ll精 算 並 び に レセ プ ト作 成 を 行 うた め に

設 置 され た もの で あ り、 人 別 す る と、

(1)、 医 療lll:移川 シ ステ ム ・病ll完、 診 療 所 に 設 置

(2)、 歯 科'h:務 川 シ ス テ ム ・歯 科 に 設 置

(3)、 調 剤ll}:緒 川 シ ス テ ム ・保 険(調 剤)薬1、ilに 設 置

と 、 な り、 全 国 の 普及 率 は 高 い。

服 薬 指 導 文 書 の デ ー タベ ー ス は 、(3)の 調 剤 薬 局 向 が 主 とな る が 、必 要

に よ り、 医 療 事 務 用 シ ス テ ム に もilf能 で あ る。

1.2.3医 薬 品 コー ドの 問 題 点

同 じ目的 の シ ス テ ム で あ っ て も、開 発 メー カ ー に よ り、構 築 構 造 に 多 大 な

差 違 が あ り、 通 常 の デ ー タ に は 、 そ のlll換 性 は な い 。

しか し、こ の デ ー タベ ー ス をlll換 性 の あ る もの とす る こ とは 、不i"if能で な

い 。

そ れ は 、 この デ ー:タ ベ ー ス のil体 で あ る 医 薬 品(商 品 レベ ル)コ ー ドの 各

社 統 … が 果 た せ れ ばilf能 とな る。

現 在 存 在 す る 医 薬1品 コー ドは 、

(1)、 …'般 的 に 用 い られ て い る統 一 商 品 コー ド

(2)、 薬 価 コ ー ド(薬 価 基 準 収iliStコー ド)

(3)、 レセ 電 算 コー ド(レ セ フ ト電 算 処 理 シ ステ ム に 川 い られ る 、厚 生 省 保 険

課 コ ー ド)
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(4)、 シ ス テ ム 開 発 会 社 の 独 白 コ ー ドで あ る が 、 各 々 の コー ド体 系 に は そ れ ぞ

れ に 問 題 が あ る。そ の 問 題 とは 、そ の コ ー ド体 系 が 確 立 され た 際 の1二|的に よ る

もの や 、時 代 の の経 緯 に よ り、意 味 を 失 っ た もの 、メー カ ー に よ り独 自 に 付 与

す るた め 互 換 性 が な い も0)、 コー ドの 桁 数 を 少 な く させ る た め 、薬 剤 に 独 自 ユ

ー ドを付'ノ・して い る もの 、 等 で あ る、,

ド記{こ よ りそ れ らに つ い て 、1説明 す る。

(1)、 一口一般 的 に 川 い られ て い る統'商 品 コー ド

頭3桁 が メー カ ー コー ドで あ り、以 ド6桁 は 各 社 に お い て 独 自に 付 して い

る もの で あ り、統 …・コー ド未 設 定 の 会 社 も存 在 し、全 薬 剤 の コー ド化 を 果 た

して い な い。

さ らに 、同 ・薬 剤 で あ って も包 装 単 位 に よ り コー ドが 異 な り、こ の デ ー タ

ベ ー ス のll的 に は 、 そ ぐわ な い。

しか し利 点 と して 、 コー ドの 頭 に 「4987」 を 追 川 す れ ば 、 」lS制 定

のJANコ ー ドと して 活 用 が 出 来 る。

(2)、 薬 価 コー ド(薬 価 基準 収 ・liEコー ド)

薬 価 コー ドは 、'

ア 、87分 類 の 「87」 を 省lll吝した/1桁 の コー ド

イ 、 内 川 薬 ・注 射 薬 ・外 川 薬 ・歯 科 薬 別 の:1桁 コー ド

ウ、 剤 型 を 表 す 、 ア ル フ ァベ ッ ト1字

工 、1司 一一分 類 内 で の 規 格 単位 番}]・で カ)る1桁

オ、 同 ・t・規 格 単 白:内 で の 銘 柄 別 番15'で あ る2桁

力 、 チ ェ ッ ク川 で あ る1桁 コー ド の 、12桁 で あ る。

利 点 と して は 、薬 剤 の 分 類 を す る た め に は1剛1な もの で あ るが 、前 項 に て

も記 述 した 通 り、局 方 品 ・統 ・名1膓ト薬 剤 の よ うに 、lll十一一薬 剤 で あ っ て も メー

カー に よ っ て そ の 情 報 に 違 い が あ る もの や 、先発 ・後 発 の 問題 に よ り、支 払

基金 ・国 保 連 合 会 勺:に レセ フ ト請 求 す る場 合 、メ ー カ ー 名 を付 さ な い 時 に は

薬 価 的 に 不 利 とな る こ とが あ る た め 、薬 剤 γ1の 後 に メー カ ー 名 を 記 入 す る必

要が あ る。
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しか し、 こ の コー ド体 系 で は 、 メー カ ー 別 を 考 慮 して い な い 。

この 薬 剤 を取 り扱 う医 薬ll,㍑ll商社 、医 療 機 関 に お い て は 、同 一 薬 剤 を メ ー カ

ー 別 に 扱 う必 要 が な い た め 、特 に 問題 とは な らな い が 、デ ー タベ ー ス を構 築

す る 上 で は 、 全 メー カ ー を 考慮 せ ね ば な らず 、 大 きな 問 題 で あ る。

後 項 に て 説 明 す る レセ フ ト電 算 処 理 シ ス テ ム に 用 い られ る コー ドと比 べ

る と 、数 の 上 で 、 千 三 百 有 余 の 違 い(少 な い)が あ る。

これ は 、 メ ー カ ー 別 の 薬 剤 を1司'コ ー ドで 集 約 され た 結 果 で あ る。

さ ら に 問 題 とな る こ とは 、法 改 定 に よ り、87分 類 が 変 更 され た 場 合 、 コ

ー ド体 系 に 及 ぼ す 問 題 に つ い て 、 疑 問 が 残 る。

(3)、 レセ 電 算 コ ー ド(レ セ プ ト電 算 処 理 シ ス テ ム に 用 い られ る 、 厚 生 省 保 険

課 コー ド)

厚 生 省 に お い て は 、支 払 基金 ・国 保連 合 会 に て 行 われ る 審 査 の 内 、事 務 審

査 を コ ン ピ ュー タ に て 行 うた め 、昭 和 の末 頃 よ り、そ の 準 備 を 進 め 、現 在 に

お い て は 、 県 レベ ル 単 位 に まで 広 が っ て い る。

この シ ス テ ム に使 川 され る コー ドが レセ 電 算 コ ー ドで あ るが 、当 初 は 、そ

の コー ド体 系 に も有 川 性 が あ り、

ア 、 医 薬i品 を 示 す1桁 の コー ド

イ 、 内 ・注 ・外 ・歯 等 を 示 す1桁 の コー ド

ウ、 当1痔 の81分 類 コー ド(法 改 定 に よ り」現在 は87分 類)

エ 、 上 記 分 類 薬 の 連 番1ナ

と、 な!)て い た が 、 ウ、の81分 類 が 、法 改 定 に よ り87分 類 に な っ た 段ll皆

に お い て 、 そ の 有 用 性 は 半 減 され た 。

さ ら に 、医 療 串:務川 コ ン ピュ ー タ メ ー カー に この コー ドを 採 用 して い た こ

と もあ り、87分 類 に 変 更す る事 も 出 来ず 、現 在 ま で使 用 され て い る ユ ニ ー

ク コ ー ドとな っ て い る が 、レセ 電 算 処 理 シ ス テ ム に お い て は こ の コ ー ドが 採

川 され る もの で あ り、同 ・薬 剤 の メー カ ー 別 に も対 応 して い る もの で あ る。
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(4)、 シ ス テ ム 開 発 会 社 の 独 自 コー ド

統 一一名 コー ドに あ/)て は9桁 、薬fllliコー ドで12桁 、 レセ 電 算 コー ドに お

い て も9桁 で あ り、医 療 機 関 サ イ ドに お い て 入 力 す る場 合 、負 担 を 軽 減 す る

目的 で 、シ ス テ ム 開 発 会 社 に よ り、4～6桁 の コー ドで 処 理 出 来 る よ う独 自

コー ドを使 用 して い る もの で あ る。

これ らの コー ド体 系 を 考慮 す る と、(3)の レセ 電 算 コー ドを採 用 す る事

が 得 策 と 考 え る。

上 記 説 明 に お い て 、厚 生 省 が 推 進 す る レセ プ ト電 算 処 理 シ ス テ ム に 各 社 が

対 応 す るた め に は 、(3)の レセ 電 算 コ ー ドに 統 一一一・され る もの で あ り、 今 後

の 互換 性 に も合 致 す る た め 、こ の デ ー タベ ー ス に お い て も この レセ 電 算 コー

ドを採 川 した。

尚 、過 渡 期 に あ っ て は 、 一・部 開 題 が 残 る もの の 、デ ー タ コ ン バ ー トに よ り、

対 応 が 可 能 とな る。

1.2.4作 成 デ ー タ の 実 際

(1)、 商 品 名 及 び コ ー ド

後 述 の 、1.2.4(10)、 最 終 段 階 で の 総 合 的 デ ー タ 内 容 を 参 照 。

(2)、 一一 般 名 及 び コ ー ド

87ク)'〕 ま1,コ ー ド,・ 一∬貨4～1

11390,105551,エ ト ス ク シ ミ ド 内

11390,105552,工 ト ス ク シ ミ ド 内 ・液

11390,10565,カ ル バ マ ゼ ピ'ン

11390,105651,カ ル バ マ ゼ ヒ ン 内

11390,105652,カ ル バ マ ゼ ヒ ン 内 テレスミン

11390,10575,ク ロ ナ ゼ パ ム

11390,105751,ク ロ ナ ゼ ハ ム 内

11390,10580,ゾ ニ サ ミ ド

11390,105801,ゾ ニ サ ミ ド 内
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11390,10585,バ ル ブ'ロ 酸 ナ ト リ ウ ム

11390,105851,バ ル フ ロ1峻 ナ ト リ ウ ム 内

11390,105852,バ ル プ ロ 酸 ナ ト リ ウ ム 内 ・液

11393,10650,メ チ ル フ ェ ノ バ ル ビ タ ー ル

11393,106501,メ チ ル フ ェ ノ バ ル ビ タ ー ル 内95.3。31該 当 薬 剤 無 し

11393,10655,フ ェ ニ ト イ ン ・ フ ェ ノ バ ビ タ ー ル

11393,106551,フ ェ ニ トイ ン ・ フ ニ〔 ノ バ ビ タ ー ル 内

11393,10660,ヒ ダ ン ト ー ル ーD,-E,-F

11393,106601,ヒ ダ ン トー ル ーD,-E,-F内

1141,10675,ア セ ト ア ミ ノ フ ェ ン

1141,106751,ア セ ト ア ミ ノ フ ェ ン

1141,106752,ア セ ト ア ミ ノ フ ェ ン

1141,10685,フ ェ ナ セ チ ン

1141,106851,フ こ]Lナ'tfチ ン ド・j

l141,10690,フ ル フ こ1:ナ ム 酸

1141,,106901,フ ル フ ェ ナ ムll峻1・J・1

、
ノ

人
二

人

　

1141,10695,フ ル フ ェ ナ ムll陵 ア ル ミ ニ ウ ム

1141,106951,フ ル フ こエ ナ ム 酸 ア ル ミ ニ ウ ム

1141,106952,フ ル フ ェ ナ ム 酸 ア ル ミ ニ ウ ム

1141,106953,フ ル フ:=ナ ム 酸 ア ル ミ ニ ウ ム

1141,10715,メ フ ェ ナ ム 酸

1141,107151,メ フ ェ ナ ム 酸1人1

1141,107152,メ フ ェ ナ ム 酸 内 ※

1141,107153,メ フ ェ ナ ムll唆IJ・ 】S

1141,10730,ト ル フ ェ ナ ム 酸

1141,107301,ト ル フ ェ ナ ム 酸 内

1142,10740,塩 酸 ベ ン ジ ダ ミ ン

1142,107401,塩 酸 ベ ン ジ ダ ミ ンV・j

ll43,10750,ア ス ピ リ ン

内

1大]オ ハaイ リン

1ノ、1ヨ ウフェリン1淀
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1143,107501,ア ス ピ リ ン 内

22590,173351,塩 酸 マ ブ テ ロ ー ル 内

22590,17340,塩ll‖iミ メ トキ シ フ ェ ナ ミ ン

22590,173401,」ll部 費メ トキ シ フ ェ ナ ミ ン 内

22590,173402,塩W麦 メ トキ シ フ ェ ナ ミ ン 注

22590,126302,臭 化 フ ル ト ロ ヒ ウ ム 外 ・液

22590,17355,フ マ ルlli麦ホ ル モ テ 「コー ル

22590,173551,フ マ ル 酸 ホ ル モ テ ロ ー ル 内 ・錠

22590,173552,フ マ ル 酸 ホ ル モ テ ロ ー ル 内 ・DS

22590,17375,臭 化 オ キ シ トロ ヒ ウ ム

22590,173751,良 化 オ キ シ ト ロ ヒ ウ ム 外 ・吸 入 液

5100,29050,ア キ ョ ウ

5100,290501,ア キ ョ ウ 内

5100,29055,ア セ ン ヤ ク

5100,290551,ア セ ン ヤ ク

5100,29060,ア マ チ ーV(茶)

5100,290601,ア 〉、ノチ ーN・(ll茶)

5100,290602,ア マ チ ー、・未

了

5100,29070,ア ロ エ

5100,290701,ア ロ エ

5100,290702,ア ロ エ 葉

5100,290703,ア ロ エ エ キ ス

5100,29085,ア ン ソ ッ コ ウ

5100,290851,ア ン ソ ッ コ ウ

5100,29090,イ レ イ セ ン

5100,290901,イ レ イ セ ン

5100,29095,イ ン チ ン コ ウ

5100,290951,イ ン チ ン コ ウ
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5100,290952,イ ン チ ン コ ウ エ キ ス

5100,29105,ウ イ キ ョ ウ(蘭 香)

5100,291051,ウ イ キ ョ ウ(1日 香)

5100,291052,ウ イ キ ョ ウ チ ン キ

5100,291053,ウ イ キ ョ ウ ニ〔 キ ス

5100,29125,ウ コ ン

5100,291251,ウ=コ ン

5100,291252,ウ コ ン エ ・Vス

5100,29135,ウ ズ(烏 頭)

5100,291351,ウ ズ(烏 頭)

5100,29140,ウ バ イ

5100,291401,ウ バ イ

5100,291402,ウ バ イ エ キ ス

5200,309701,'i!1/t連 角ノ1{}ほ'1易(ノ占}'1∫…)

5200,309702,;Ili迎 角‖{ア振 叱易(.-i不ll)

5200,309703,黄 連 角棉 下湯(ツ ム ラ)

5200,30985,黄 連 湯

5200,309851,黄 連 湯(J|㌧ 準)

5200,309852,～liil里/易(ノj、 ノ＼良1～)

5200,30995,乙 宇 湯

5200,309951,乙"r:'以}(基 準)

5200,309952,乙';':湯(小 太 郎)

5200,309953,乙'i':湯(・:和)

5200,309954,乙 字 湯(ツ ム ラ)

5200,309955,乙'}':湯J.tキ ス

5200,31025,イ ヒ`芝]斐 川卑'膓易

5200,310251,イ ヒ 食 ♂⊆ll卑'湯腹(基 準)

5200',31030,カ ・つ 香1「 三(‖女
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5200,310301,カ ・つ 香][気 〔{1女(基 準)

5200,31035,葛 根 黄 連 黄 ご ん 湯

5200,310351,君i{]1;度 連;1;こ"/)膓 易(基 準)

5200,31040,£`ij」 ↓月IDILI;1・1『L}

5200,310401,老 ～4]↓力‖ノ1[lll・1'～多膓(基 準)

5200,31045,老;イ 共 糸1:ttrp,y

5200,310451,理5]共 糸1二=～ピ〃}(基 準)

5200,31050,老5イ 長 沙}

5200,310501,ピljイ:J・ 〈一『易(,戊ill-t「i∫三)

5200,310502,葛 根 湯(ノ!・ 太 郎)

5200,310503,JE'tj]tt渉 膓(和)

5200,310504,葛 根 湯}(ツ ム ラ)

5200,310505,葛 根2↓}エ キ ス

5200,31075,葛 根 湯 力ll川 き ゅ う 辛 夷

5200,310751,葛 根 湯 加Jllき ゅ う 辛 夷(基 準)

5200,310752,葛 根 診}りll川 き ゅ う'1'1・夷(小 太 郎)

5200,31085,ノ 川ll▲i温lUμ1湯}

5200,310851,力1μ 床71111.IIU疹}(基 準)

5200,31090,ノ 川1床 戊{i}ll卑渉>

5200,310901,力llUJ品 川卑 諺:膓(基 準)

5200,31095,ノ 川1リミ角年ラほ沙}

5200,310951,力lllH末fi1/1{:,}`'疹}(基 準)

5200,31101,ノ 川1リミ」宣;蚤・'11)S(

5200,311011,ノ 川1殊三i{1i迄15〔(』;㌧ き1{…)

5200,311012,ノlll味 造 進1}文(小 太 郎)

5200,31115,加 味 遭 逢1・i'lk合四 物 湯

5200,311151,力1μ!未)旦 三迄 ‖重合1戊日生勿 診}(基 準)

5200,31120,力IIIMこ'1'1il1t昌 ※

5200,311201,ノ 川1!・1,1寸がr1'‖女(基 準)
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、

5200,31125,乾 姜 人 参 半 夏 丸

5200,311251,乾 姜 人 参 半 夏 丸(基 準)

6112,35920,塩 酸 リ ン コ マ イ シ ン

6112,359201,塩 酸 リン コ マ イ シ ン 内

6112,359202,塩 酸 リン コ マ イ シ ン 注

6112,35930,」i,"1酸 ク リン ダ マ イ シ ン

6112,359301,塩1駿 ク リ ン ダ マ イ シ ン(クIJンダ マイシン)内 ・DS

6112,359302,塩 酸 パ ル ミチ ン 酸 ク リ ン ダ マ イ シ ン(ク リンタ"マイシン)内

6112,359303,リ ン 酸 ク リ ン ダ マ イ シ ン(ク リンダ マイシン)注

6113,35950,塩 酸 バ ン コ マ イ シ ン

6113,35950],」ll納 受バ ン コ マ イ シ ン 内

6113,359502,塩 酸 バ ン コ マ イ シ ン 注

61190,35970,硫ll稜 ア ノレベ カ シ ン

61190,359701,硫 酸 ア ル ベ カ シ ン 注

6121,35985,カ リ ン ダ シ リ ン ナ ト リ ウ ム

6121,35985],カ リ ン ダ シ リン ナ ト リ ウ ム 内

6121,35990,チ カ ル シ リ ン ナ ト リ ウ ム

6121,359901,チ カ ル シ リ ン ナ ト リウ ム 注

6121,35995,塩ll唆 ヒ ブ メ シ リナ ム

6121,359951,塩 酸 ヒ ブ メ シ リナ ム1人1

6122,36005,ア ズ トレ オ ナ ム

6122,36005],ア ズ ト レ オ ナ ム 注

6122,36015,カ ル モ ーナ ム ナ ト リ ウ 、ム

6122,360]51,カ ノレニEづ らノ、づ→ ト リ ウ ■x

6123,21790,硫 酸 フ ラ ジ オ マ イ シ ン

6123,217901,硫 酸 フ ラ ジ オ マ イ シ ン

6123,36030,硫 酸 ア ミ カ シ ン

6123,36030],硫 酸 ア ミ カ シ ン 注

・γ

寸ノ
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6123,36035,硫 酸 イ セ パ マ イ シ ン

6123,360351,硫 酸 イ セ パ マ イ シ ン

6123,36040,硫W麦 パ ロ モ マ イ シ ン

6123,360401,硫1[唆 ハ ロ モ マ イ シ ン

6123,36045,ト ブ ラt・ノイ シ ン

6123,360451,ト ブ ラ マ イ シ ン 注

6123,36050,一 硫 酸 カ ナ マ イ シ ン

6123,360501,一 統ll]変 カ ナ マ イ シ ン

6123,360502,一 硫 酸 カ ナ マ イ シ ン

注

1人1

(∬充ll豚…カナマイシン)

({赫[酉稔カナマイシン)

内

1大]・ シロッフ.

6131,36130,ア ス ホ キ シ シ リ ン

6131,361301,ア ス ホ キ シ シ リ ン 注

6131,36135,ア モ キ シ シ リ ン

6131,361351,ア モ キ シ シ リ ン 内

6131,361352,ア モ キ シ シ リ ン 内 ※

6131,36145,ア ン ヒ'シ リ ン

6131,361451,ア ン ピ シ リ ン 内

6131,361452,ア ン ピ シ リ ン 内 ※

.6131,361453,ア ン ヒ'シ リ ン ナ ト リ ウ ム(ア ンピ シリン)注

6131,361454,ア ン ピ シ リ ン ナ ト リ ウ ム(ア ンピ シリン)坐

6131,36165,塩 酸,タ ラ ン ヒ シ リ ン

6131,361651,塩 酸 ・タ ラ ン ヒ シ リ ン 内

6131,36170,塩1峻 バ カ ン ヒ シ リ ン

6131,361701,塩 酸 バ カ ン ヒ シ リ ン 内

6131,36175,塩1駿 レ}ナ ン ヒ シ リ ン

6131,361751,」II[1}li変 レ ナ ン ヒ シ リ ン1人1

6131,36180,カ ル ベ ニ シ リ ン ナ ト リ ウ ム

6131,361801,カ ル ベ ニ シ リ ン ナ ト リ ウ ム 注

6131,36185,シ ク ラ シ リ ン
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6131,361851,シ ク ラ シ リ ン 内 ・カブ.セル

6131,361852,シ ク ラ シ リン 内 ・糸lll粒

6131,36195,ス ル ベ ニ シ リン ナ ト リ ウ ム

6131,361951,ス ル ベ ニ シ リ ン ナ ト リ ウ ム 注

6131,36201,ビ ペ ラ シ リ ン ナ トリ ウ ム

6131,362011,ヒ ペ ラ シ リン ナ1・ リ ウ ム 注

6131,36205,ト シ ル 酸 スル タ ミ シ リ ン

6131,362051,ト シ ル 酸 ス ル タ ミ シ リ ン 内 ・細 粒

6131,362052,ト シ ル 酸 ス ル タ ミ シ リ ン 内 ・錠

一 一 一 一 一 ー ー 一 川各 一7-一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

(3)、87分 類 名 及 び コ ー ド

ー一般 名87分 類 名 称 フ ァ イ ル

日本 標 準 商 品 分 類 平成3年|月 改 訂 版(通 産iiei)

87コ ート",87多 〉斐貞二名]笥;

1神 経 系 お よ び 感 覚 器 管 川 薬llt'd1

11中 枢 神 経 系 用 薬

111全 身 麻 酔 剤

1112全 身 麻 酔 剤 ハ ロ ゲ ン 炭 化 水 素 製 剤:ハ ロ タ ン 等

1114全 身麻 酔 剤 エ ー テ ル 系 製 剤

1115全 身 麻 酔 剤 溶i生 バ ル ビ ツー ル 酸 系 及 び 溶 性 チ オ バ ル ビツ ー ル 酸 系 製 剤

1116全 身 ∪未酉㌍斉ll!IEI}可変イヒ窒i斗ミ泉2斉ll

1119そ の 他 の 全 身 麻 酔 剤

11190そ の 他o)全 身 麻 酔 剤 そ の 他

112催 眠 鎮 静 剤 、わ1不 安 剤

1121催 眠 鎮 静 剤 、抗 不 安 剤 有 機 ブ 「コム 化 合物 製 剤:プ ロム ワ レ リル 尿 素 系 製 剤

1122催 眠 鎮ll浄剤 、抗 不安 剤 メ フ ロバ メー ト系 製
、剤(未 使 用)

1123催1眠 鎮ltll'f卜剤 、抗 不 安 剤 抱 水 ク ロ ラー ル 系 製 剤
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1124催1眠 鎮 静 剤 、抗 不 安 剤 ベ ン ゾ ジ ア ゼ ビン 系 製 剤

1125催ll民 鎮 静 剤 、抗 不 安 剤 バ ル ビツ ー ル 酸 系 お よび チ オ バ ル ビ ツー ル 酸 系 製 剤

1126催 眠 鎮 静 剤 、わ1[不安 剤 プ ロム 塩 製 剤:臭 化 カ リ ウ ム 等

1129そ の他 の催 眠 鎮 静 剤 、抗 イく安 剤

11290そ の 他 の 催 眠 鎮ll浄剤 、抗 不安 剤 そ の 他

11293そ の 他 の 催 眠 鎮 静 剤 、抗 不 安 剤 配 合 剤(未 使JH)

113抗 て ん か ん 剤

1131抗 て ん か ん 剤 フ ェ ナ セ ミ ド系 製 剤

1i32抗 て ん か ん剤 ヒ ダ ン トイ ン 系 製 剤

1133抗 て ん か ん 剤 オ キ サ ゾ リジ ン 系 製 剤

1134抗 て ん か ん 剤 バ ル ビ ツ ー ル 酸 系 製 剤

1135抗 て ん か ん 剤 フ'リ ミ ドン 系 製 剤

1137抗 て ん か ん 剤 ス ル ホ ン ア ミ ド系 製 剤

1139そ の 他 の 抗 て ん か ん 剤

11390そ の 他 の 抗 て ん か ん 剤 そ の 他

11393そ の 他 の 抗 て ん か ん 剤 フ ェ ニ トイ ン含 有 配 合 製 剤

114解 熱 鎮 痛li1;炎剤

1141解 熱 鎮 痛 字llj炎剤 ア ニ リン 系 製 剤:メ フ ェ ナ ム 酸 、フル フ ェ ナ ム酸 等

1142解 熱 鎮 痛 消 炎剤 ベ ン ジ ダ ミ ン製 剤

1143解 熱 鎮 痛 消 炎剤 サ リチ ル 酸 系 製 剤:ア ス ピ リン等

1144解 熱 鎮 痛 消 炎 剤 ヒ ラ ゾ ロ ン 系 製 剤:ア ン チ ピ リン 、ス ル ピ リ'ン等

1145解 熱 鎮 痛 消 炎 斉11イ ン ドメ タ シ ン 製 剤

1146解 熱 鎮 痛 シi!1炎剤 ピ ラ ビ ター ル 系 類 複 合 体製 剤

1147解 熱 鎮 痛 シili炎剤 フ ェ ニル 酢 酸 系 製 剤

1148角4{熱 ギ鉋`1り而消 炎 斉llj話訂IC1ゾヒ消 炎 鏡'1ヲ市斉ll

1149そ の 他 の 解 熱 鎮 痛 消 炎 剤

11490そ の 他 の 解 熱 鎮 痛 消 炎 剤 そ の 他
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11491そ の 他 の 解 熱 鎮 痛 消 クミ剤

11493そ の 他 の 解 熱 鎮 痛 消 炎 斉ll

配 合 を含 む)

11494そ の 他 の 解 熱 鎮 痛 消 炎剤

11495そ の 他 の 解 熱 鎮 痛7111炎剤

11496そ の 他 の 解 熱 鎮1‖1シIll炎剤

11497そ の 他 の 解 熱 鎮 痛 消多ξ剤

11499そ の 他 の 解 熱 鎮 痛 消 炎 剤

動 牛勿婁2斉ll

ヒ'ラ ゾ ン ・フ ェ ネ チ ジ ン ・尿 素 化 合 物(カ フ ェ イ ン

・サ リチ ル酸 ・ビ タ ミン 類1杞 合 剤

サ リチ ル酸 ・コ ン ドロイ チ ン 含 有 剤

サ リチ ル 酸 ・ビ タ ミン 類 含 有 剤

サ リチ ル 酸 ・カ ン フル 含 有 剤

そ の 他 の配 合 剤

115

1151

1153

明烏鰭斉1|、'覚酉;jl斉ll

興 奮 剤 、覚 醒 剤 ア ン フ ェ タ ミン系 製 剤

興 奮 剤 、覚 醒 剤 ペ メ グ リ ド製 剤

1]6抗 パ ー キ ン ソン 剤

1161抗 パ ー キ ン ソン剤 ア マ ン タ ジ ン 製 剤

1162抗 パ ー キ ン ソ ン剤 ビヘ リデ ン 製 剤

1163抗 パ ー キ ン ソン 剤 フ』ロ フ ェナ ミン製 剤

1164抗 パ ー キ ン ソ ン剤 レボ ドハ 製 剤

1169そ の 他 の 抗 パ ー キ ン ソン剤

11690そ の他 の 抗 パ ー キ ン ソン 剤 そ の 他

11693そ の他 の 抗 パ ー キ ン ソン 剤 配 合 剤

1171㍉li糾 呼中糸1～lll斉II

ll71精 神 神 経IB剤 ク ロル フ ロ←マ ジ ン製 剤

1172精 神 神 経Jr|剤 フ ェ ノチ ア ジ ン 系 製 剤

1173精 神 神 経 川 斉llモ ノ ア ミン酸 化 酵 素lli[害剤

1174精 神 神 経 川j剤 イ ミプ ラ ミン系 製 剤

1179そ の 他 の 精 神 神経ll情lj

11790そ0)他 の 精 神 神 経 川 舟llそo)仙
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11793そ の 他 の 精 ・神 神 経 川 斉ll配 合 剤

118総 合 感 冒 剤

11803総 合 感 冒 剤

11804総 合 感 冒剤

鎮 咳 ・抗 ヒス タ ミン ・鎮 痙 配 合 剤

鎮 咳 ・抗 ヒス タ ミン ・解 熱 配 合 剤

119

1190

12

そ の 他 のt'li枢神 経 系 用 薬

そ の 他 の 中 枢 神 経 系 川 義じ そ の 他

末 梢・神 経 系 川 薬

121/i弓rv〒 月㍉:酉{v斉1|

1211局 所 麻 酔 剤 ア ミ ノ安 息 香 酸 ア ル カ ミン エ ス テ ル 製 剤:フ'ロ カ イ ン 等

1212局 所 麻 酔 剤 ア ミ ノ安 息 香ll峻ア ル キル エ ス テ ル 製 剤:ア ミノ 安 息 香 酸 エ チ ル

等

1213局 所 麻 酔 剤 ジ ブ カ イ ン 系 製 剤

1214局 所 麻 酔 剤 キ シ リジ ン 系 製 剤

1219そ の 他 の 局 所 麻 酔 剤

12190そ の 他 の 局 所 麻 酔 剤 そ の 他

12193そ の 他o)局 所 麻 酔 斉ll配 合 剤

122

1222

1223

1224

1225

1226

1229

12290そ の他 の骨 格 筋弛緩 剤

12293そ の他 の骨 格 筋弛緩 剤

骨格筋 弛緩 剤

骨格 筋 弛緩 剤 ク ロル ゾキサ ゾン製剤

骨格 筋 弛緩剤 合l」文クラー レ製 剤

骨格 筋弛 緩 剤 コ リン系製 剤:コ ハ ク酸 コ リン等

骨 格筋弛 緩 剤 カル バ メー ト系製剤

骨格 筋弛緩 剤 アル カ ロイ ド製剤:ツ ボ ク ラ リン等

そ の他 の骨格 筋 弛緩 剤

そ の他

配 合剤
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123自 律 神 経 剤

1231自 律 神 経 剤 四 級 ア ンモ ニ ウム塩 製 剤:メ ク ン テ リ ン プ ロ ミ ド等

1232自 律 神 経 剤 ア セ チ ル コ リン 系 製 剤

1233自 律 神 経 剤 ネ オ ス チ グ ミン 系 製 剤

1234自 律 神 経 剤 ベ ン ジ ル イ ミダ ゾ リジ ン系製 剤

1239そ の 他 の1三1律神 経 剤

12390そ の他 の 自律 神 経 剤 そ の 他

12393そ の 他 の 自律 神 経 剤 ベ ラ ドンナ エ キ ス ・フ ェ ノバ ー ル ビター ル 剤(エ ル ゴ

タ ミン配 合 を 含 む)

12399そ の 他 の 自律 神 経 剤 そ の他 の 配 合 剤

124鎮 け い 斉ll

1241鎮 け い剤 ジ フ ェ ニ ル グ リコ レー ト系 製 剤

1242鎮 け い剤 ア トロ ピ'ン系 製 剤

1243鎮 け い 剤 パ パ ペ リン 系 製 剤

1244鎮 け い 剤 マ グネ シ ウ ム塩 製 剤:硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 注 射 液 等

1249そ0)他 の 鋤 け い 剤

12490そ の 他 の 鎮 け い 剤 そ の 他

12492そ の 他 の 鎮 け い 剤 植 物 製 剤

12493そ の 他 の 鎮 け い 剤 四級 ア ン モ ニ ウム 化 合 物 ・ピ'ラゾ ロ ン剤

13感 覚 器官 用 薬

131

1311

1312

1313

1314

Il艮科 用 剤

ll艮科 川 剤 散 瞳 剤:ホ マ トロ ピ ン等

眼 科 川 剤 縮 腰i剤:ピ ロカ ル ピン等

ll艮科 用 剤1眼 科 用 方,)所麻 酔 剤

眼 科 用 剤 眼 下〕1・川 防 腐 収 敏 剤:ア ミノ塩 化 第2水 銀 専
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1315

1316

1317

1319

13190

13193

眼 科 用 刮 眼 ‡;1・川 コ ル チ ゾ ン 製 剤:コ ル チ ゾ ン 点 眼 液 及 び 眼 軟 膏 剤

ll艮不斗月b苓llll艮丁三1'月ull)∫り「lill.↑;;叫又糸偏斉II

ll艮科 川 剤ll農 科JJrj抗 ノヒ物 質 製 斉ll:オキ シ テ トラ サ イ ク リ ン 眼 軟 膏'剤

そ の 他 の1眼 科 川 剤

そ の 他 の 眼 科 川 剤 そ の 他

そ の 他 の 眼 科 川 剤 配 合 剤

132

1324

1325

1329

13290

13293

上ザ些il!1不こ1・J1-]斉‖

⊥↓'藁11‡斗Jl'1・Xfil⊥il当毛11‡半月川llL鴛;‖又糸宿斉II

耳二〕話手↓川 斉ll」斗:!募♪科'月月ラ'〔{ヒ4勿乍1製 斉IJ

そ の 他 の 耳 鼻 科 用 剤

そ の 他 の 耳 鼻 科 用 剤 そ の 他

そ の 他 の 耳 鼻 科 用 剤 酉己合 剤

133

1331

1332

1339

13390

13393

塗輿膏‖二斉ll

鎮 星 剤 ジ メ ン ヒ ド リナ ー ト製 剤

鎮 星 剤 メ ク リ ジ ン 製 剤

そ の 他 の 鎮 星 剤

そ の 他 の 鎮1,/'11i二剤 そ の 他

そ の 他 の 鎮1埴 剤 配 合 剤

一 一 ー ー ー 一 一 ー ー 一 一 川各 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一

(4)、 ヨピ剤 の 斉1巨型

コー ト",斉ll苦り

Too,内 川乏薬

TO/1,f(lJt

「1'09
,チュアフ"ル 」}定

'1、13
,カ'フ セル

T17,糾{薬

TO1,P;('1〈 ・ 斗ミ

「1'05

,ト"ラ ィシロッフ

TlO,‖ 文 斉ll

Tl/1,糸 川]…、k

T18,.1;、lliイ 、くあヒ

TO2」 ハ1↓片'

TO7,川 場7容$定

Tll,9;定 斉lj

T|5,果 貞1:立

T19,フ 川 ム錠

「Fo3
,]友:1犬

TO8,)ド 立

T12,)tL斉ll

T16,エ キス

T21ゴ 受 亘1斉ll
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T22,湯 斉llT3|,裾 ～斉ll'T32,シPッ フ"「1'33,ト"ロ ップ

T34,舌 氏斉il「r3,5,セ"リ ー'・'T36,油 斉ljT37,エ リキシル

T38,老 荒 斉ll・T41,1大!川 《川1i尚 尚ll』`

タト月-1薬 ・"』 ・'

「1、50
,凸女・斉lj「|'51,カ ブ'』セル ・ 」;定斎lj・1T52,トr1-一 チ

T53,軟 ・ 嵯 ・・ スチ,ク ∴ 一スト ・練 薬fV521,H、 附 剤 ・ ・,フ 匂剤 ・7!齢 剤

T55,リ ニメントT56,4ξ ・斉ll・T57,セ" .リー ・ケ"ル..T58,フ ィルム

「r59
,クリーーム 「ドGO,ハ ウタ"一.ハ'ウ ク"一一スフ「レー 「1、G.1.,ノ憶、11艮斉ll(訂支.iE欠)

TG2,♪ 点 鼻 ・ 点 工「斉llT了;3,洗1湯 煮llT64,エ アーゾ'レ ・llψi霧 」夜

T65,{1吹 現』TG(;,カ"一 セ"・ 糸島T67,着 …宇宿ll;畠;・ ハL.ッチ

T68,:}改;乞1、 剥 部ilP白 ・'・ ッド'T69,～ 夜:1犬$↓ド6叩 嵩;・'r7|.,～ 夜 斉ll・ チンキ

T72,ガ ス ・ 吸 入 剤

「1i7(S
,illifiil

T80,2,jllJt・ 卜薬.

Tgo/ヒi9!≦

「1、94
,チンキ

T98,工 タノ・一ル'1一川{」.i?・夜

(5)、 薬 斉ll(ノ)色

f麺o)、 ・1.2.4(10)、

(6)、 勇!≦斉llO)言成 男lj言己 号'

後 述 の 、1.2.4(10)、

T73,r1一 シIJンT7!1,フ ォームT75,ム ース

T77,混 浴 ・剤

T81,i.1三 身・f薬 ・.

T9|,1∫i(ン1こT92,末.T93,エ キス

T95,実 『T96/ヒT97,ヨ ・ン(葉)

「1i99
,illl

緒 ・^

最 終段階 での総 合的デ ー タ内容 を参照。

最終段 階 での総合的 デ ー タ内容 を参 照。

(7)、 何 の 薬?(効 能 ・効 果 適 応 病 名)及 び コ ー ド

コード ,コ メ ン ト

QOOI1,B型ll「 炎 ウ イ ル ス に よ る 慢 性 肝 ・炎 の 治 療 薬 で す 。

Qoo21,ア ミ ノ1}峻製 剤 で す 。

QOO22,肝 硬 変 川 の ア ミ ノ酸 製 剤 で す 。

QOO31,ア ル ド、ス テ ロ ン 症.、 ク ッ・シ ン グ 症 候 群 の 治 療 薬 で す 。
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Qoo41,ア レル ギ ー 性 疾 患 の 治 療 薬 で す 。

Qoo42,ア レル ギ ー 性 疾 患 の 外 川 薬 で す 。

QO333,ビ タ ミンK剤 で す 。 骨 粗 掻 疵 の'n'量 、 ヲ客痛 を改 善 し ます 。

QO341,ビ タ ミン 不 足 に よ る皮 膚 疾 患 の 治 療 覆㌧です 。

QO351,ビ タ ミン 類(ノ)補給 薬 でrl^。

QO365,ペ ラ グ ラ 、 皮 膚 疾 患 の 治 療 薬 で す 。

QO371,マ ラ リア の 治 療 薬 で す 。

QO381,ヨ ウ素 剤 で す 。

QO480,う が い 薬 で す 。

QO491,い ぼ 、 角 化 症 等 の 角質 をや わ らか く して 除 去 す る楽 で す 。

QO501,う つ病 、 抑 うつ 神 経 症 、 ナ ル コ レプ シー の 治 療 薬 です 。

QO511,う つ 病 ・うつ 状 態 の 治 療 薬 です 。

QO521,う つ 病 ・うつ 状 態 、 尿 失 禁 の 治療 薬 で す 。

QO531,う つ 病 の 治 療 薬 で す 。'】'㌻'

QO541,う つ 病 や うつ 状 態 、 夜 尿 症 の 治 療 薬 で す 。

QO551,か ぜ な どの 解 熱 ・鎮 痛 、 歯痛 、o)ど の 痛 み 、 月経 痛 そ の他 のII『

み の 治 療 薬 で す 。

QO552,か ぜ な どの 解 熱 ・鎮 痛 、 歯痛 、 の どの 痛 み 、 月 経 痛 そ9)他 の 痛

み を 治 療 す る ピ リン 系 の 薬 で す 。

QO561,か ぜ 薬 で す 。

QO571,か び に よ る感 染 症 の 治 療 勇ヒで す 。

QO581,か ゆ み1[:め の 軟 膏 で す 。

QO583,が ん に よ る疾 病 を 鎮 め る薬 で す 。

QO586,け い れ ん を 鎮 め る 薬 で す 。

QO591,し もや け の 治 療 薬 で す。

QO601,て ん か ん の 治 療 と 、:叉 イlll経痛 の 治 ハ戊iξ薬 で す 。

QO611,て ん か ん の 治 療 薬 で す 。

QO621,に き び(尋 常 性 ざ瘡)等 σ)治療 の 外 川 薬 です 。

QO625,ね む け 、 む くみ 、頭 痛 な どの 治 療 薬 です 。
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QO631,む く み の 治 療 薬 で す 。

QO641,め ま い の 治 療 薬 で す 。

QO651,や せ 薬(肥 満 症 の 治 療 薬)で す 。

QO711,胃 ・十 二 指 腸 潰 瘍 、 胃 炎 等 の 治 療 薬 で す 。

QO712,胃 …1・二 指11易潰 瘍 、llり炎 等 の 」1二lllL⇔i1三ll犬を 改 善 す る 薬 で す 。

QO721,`1[1・-1・'、.一.1'旨腸 潰 瘍 、 逆 流 性 食 道 炎 等 の 治 療 薬 で す 。

QO731,冑 ◆十 二指 腸1,II{V.」,;と精 神 病 の7台 療 薬 で す 。

QO741,胃 ・-1・-J'J.指腸 潰 瘍 等 の 治 療 薬 で す 。

QO745,胃 痛 の 治 療 薬 で す 。

QO751,判 の 粘)lt'`1の局 所 麻 酔fiilで す 。

QO761,胃 炎 、 消 化 性 潰 瘍Cill・ 一卜三 指 腸 潰 瘍)、 肝 障 害 等 の 治 療 薬 で

す 。

QO771,胃 炎 、1声1・ ・十 二 指 腸 潰 瘍 、 肝 障 害 等 の 治 療 薬 で す 。

QO781,`ill炎 の 治 療 薬 で す 。

QO791,胃 腸 の 諸 症 状 を 改 善 す る 薬 で す 。

QO823,li』1潰 瘍 ・胃 炎 ・-1-・三 指 腸 潰 瘍 等 の 治 療 薬 で す 。

QO831,`i』1潰 瘍 の 治 ・IJ・1・E薬(粘膜 保 護 剤)で す 。

QO841,樹 潰 瘍 の 治 療 当ピで す 。

QO851,胃 粘 膜 の 表1了liを麻 痺 さ せ る 薬 で す 。

QO855,胃 内 視 鏡 検 査 時 に 胃 内 粘 液 を 溶 か して 、除 去 す る 薬 で す 。

QO861,1]]形 脱 毛 症 、 気 管 支 喘 息 、 放 射 線 障 害 な ど の 治 療 薬 で す 。

QO871,黄 体 ホ ル モ ン(女 性 ホ ル モ ン)剤 で す 。

QO881,黄 体 ホ ル モ ン と 卵 胞 ホ ル モ ン の 配 合 剤 で す 。

QO891,潰 瘍 性 大 腸 炎 の 治 療 薬 で す 。

QO892,潰 瘍 性 大 腸 炎 治 療 の 坐 薬 で す 。

QO895,外 用 酵 素 剤 で す 。

Qogo1,化 学 療 法 剤 で 、 糸lll菌に よ る 感 染 症 の 治 療 薬 で す 。

QO911,過 敏 性 大 腸 炎(ハDの 治 療 薬 で す 。

QO921,回 虫 、 ぎ ょ う 虫 の 駆 虫 薬 で す 。
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「
QO931,回 虫 の駆 除 剤 で す 。

QO941,外 傷 な ど の 腫 脹(は れ)や 痔 核 の 治 療 薬 で す 。

QO951,覚 醒 剤 でrl≡。

QO961,角 膜 疾 患 川 の 点 ‖1↓薬 で す 。

QO962,角 膜 の 乾 燥 を 防 ぎ 、 角 膜 表 層 を 保 つ 薬 で す 。

QO971,乾 せ ん 、魚 鱗 せ ん 、濃 ほ う症 、 角化 症 等 治 療 の 外 用 剤 で す 。

QO981,緩 和 な 下 剤 で す 。

QO991,緩 和 な 精 子lll安定 剤 で す 。

Qloo1,肝 機 能 の 改llξ剤 で す。

Qloo2,高 ビ リル ビ ン1ill.症に お け る肝 機 能 の 改 善 薬 で す 。

Qloo3,肝 機 能 の 改 善 、 湿 疹 、 皮 膚 炎 等 の 治 療 薬 で す 。

Qlo11,肝 機 能 改 善 薬 で あ り、 解 毒 剤 で す 。

Qlo21,肝 硬 変 症 の 治 療 薬 で す 。

Qlo25,肝 生 検 後 の1ヒ 血 剤 です 。

Qlo31,肝 臓 の 機 能 を 改 善…す る薬 で す 。

Qlo41,肝 臓 疾 患 や ア レル ギ ー の 治 療 薬 で す 。

Qlo51,ll艮 座 元 進 症(冷 泉内 障 な ど)の 治 療 薬 で す 。

Qlo56,眼 圧 や 脳 圧 を 下 げ る薬 で す 。 又 メ 二 王 ル 病 の 改 善剤 で も あ り ま

す 。

Qlo61,気 管 支 拡 張 剤(気 管 支 を 広 げ る 薬)で す 。

Qlo62,気 管 支 拡 張 、 粘 液 溶 解 剤 で す 。

Q1222,強 心 ・利 尿 ・鎮 痛 薬 で す 。

Q1231,強 力 な 精 神安 定 剤 で す 。

Q1241,狭 心 症 、 冠 硬 化 症 の 治 療 薬 で す 。

Q1251,狭 心 症 、心 筋 梗 塞 、心 臓 喘 息 の 発 作 が お こ っ たILiJ:一の 治 療 薬 で す 。

Q1261,狭 心 症 、 心 筋梗 塞 、脳llll.管障til.1:tkNどの 治 療 薬 で す 。

Q1271,狭 心 症 、1脳梗 塞 後 遺 症 な どo)治 療 薬 です 。

Q1551,口 腔 内 や の どの 消 毒 ・殺 菌 剤 で す 。

Q1552,口ll生 内 や の どの 炎症 を治 療 す る薬 で す 。,
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Q1561,「.1腔 内 消 『'if-:・・殺菌 剤 で す 。

Q1571,川1空 内 川Ct)軟 膏 で す 。

Q1581,1・|内 殺 菌 剤 で 一・'J　。t

Q1591,抗 ア レル ギ ー 性 の 精 神 安 定 剤 で す 。

Q1601,抗 ウ イ「ル ス 剤 の エ イ ズ 治 療 薬 で す 。

Q1605,抗 炎 症(炎 炎Jl'1//.を抑 え る)の 外 川 剤 で す 。

Q1606,抗 炎 症 ・lllL行促 進 ・皮II、盲の 保 湿 の 外 川 剤 で す 。

Q1627,抗1(ll.小 板 舟IIで、lllL栓 〃)治 療 、IilL流 障 害{こ よ る 症 状 を 改 善 す る 薬

で す 。

Q1631,抗 生 物 質 で す 。

Q1641,抗 生 物 質 で 、 細 菌 に よ る 感 染 症 の 治 療 薬 で す 。

Q1651,抗 生 物 質 で 、 川i結 核 の 治 療 薬 で す 。

Q1661,抗 生 物 質 で 、 結 核 の 治 療 薬 で す 。

Q1665,抗 生 物 質 で 、 膣 炎 治 療 剤 で す 。

Q1671,抗 生 物 質 で 、 感 染 症o)治 療 薬 で=」一。

Q1681,抗 生 物 質 と 合 成 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン 剤(ス テ ロ イ ド剤)を 配 合 し

た 夕卜川 薬 で すu

Q1691,抗 生 物 質 の 坐 薬 で 、・糸HI菌に よ る 感 染 症 の 治 療 薬 で す 。

Q1701,抗 ノヒ物 質 に よ る 感 染 の 予 防 、 治 療 剤 で す 。

Q1702,抗 生 物 質 で 、ll腔 内 の 傷 の 感 染 を 予 防 しま す 。

Q1711,抗 性 物 質 の 外 川 剤 で 、.細 菌 に よ る 感 染 症 の 治 療 薬 で す 。

Q1731,更 年 期 障 害 な ど に 川 い られ る 女 性 ホ ル モ ン 剤 で す 。

Q1732,更 年 期 障 害 、 月 経 異 常 、r・ 宮 出1ilL等 に1』1]い られ る 女 性 ホ ル モ ン

剤 で す 。

Q1733,j'1経 異 常 、 ・r・宮 出1iH.等 に 川 い ら れ る 女性 ホ ル モ ン 剤 で す 。

Q1741,lll状 腺 ホ ル モ ン 剤 で す 。

Q2871,腸 の 機 能 を 改 善 した り、)ll:硬 変 症 の 川1ニイこ全 の と き の 高 ア ン モ ニ

アlllt症 の 治 療 薬 で す 。-

Q2891,腸 内 細 菌 σ)異 常 に よ る 症 状 を 調 整 す る 薬 で す 。
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Q2892,抗 生 物 質 使 用 時 の 腸 内 糸lll菌の 異;liξに よ る 症 状 を 調 整 す る 薬 で す 。

Q2go1,鎮 咳 ・鎮 痛 薬 で す 。

Q2go2,鎮 咳 ・鎮 戊li]、激 し い ド痢 を 抑 え る 薬 で す 。

Q2911,鎮 咳 ・去 疾 薬 で す 。

Q3291,脳 の 代 謝 賦 活 剤 で 、い わ ば 脳 糸111胞a)は た ら き を よ く す る 薬 で す 。

Q3301,脳 や 末 梢o)lllL管Wl‖ 環 を 改'倍 す る 薬 で す 。

Q3311,脳 循 環 代 謝 改'善 剤 で す 。1悩 糸lll胞の は た ら き を よ く す る 薬 で す 。

Q3321,1脳 卒 中 の 後 遺 ハ1'1:、1脳動 脈 硬 化 ・),'litkNどの 治 療 薬 で す 。

Q3331,脳 代 謝 改 善 剤 で 、 い わ ば 脳 の は た ら き を よ く す る 薬 で す 。

Q3341,脳 動 脈 硬 化 症 、 パ ー キ ン ソ ン 症 候 群 な ど に よ る 運 動 障 害 の 治 療

㍊i≦一一(:'「〕一。

Q3351,脳 梗 塞 後 遺 症 の 治 療 薬 で す 。

Q3361,脳 代 謝 賦7,亡剤 で 、 い わ ば 脳 糸m胞 ¢)は た ら き を よ く す る 薬 で す 。

Q3371,排 尿 障 害o)治 療 薬 で す 。

Q3381,排 便1幾 能 を{1じ巡iす る 薬 で すv

Q3391,排 卵 誘 発 斉llです 。

Q3401,川i気 腫 、 緑1人1障 、 て ん か ん な ど の 流 況ξ薬 で す 。

Q3405,吐 き 気ILめ で あ り 、 め ま い の 薬 で す 。

Q3406,1!1:きtt〈1ヒ め で あ り 、 メ ご『エ ル 症 候 群 な ど に よ る め ま い の 治 療 薬

で す 。

Q3410」'1せ ん な ど 、 病 原 性 の か び に 感 染 し て お こ る 皮 膚 病 の 外 用 剤 で

す 。

Q3411,白 せ ん 、 黄 せ ん な ど 、 病 原'性 の か び に 感 染 し て お こ る 皮 膚 病 の

7台ハ)矢4ヒてごづ『。

Q3421,白 内ll章治 ヲ)餐の 点ll良薬 で す 。

Q3422,白 内 障 や 角 膜 炎 等o)点ll良 薬 で す 。

Q3423,白 内 障 手rl{f時 の 一炎 症 防.1ヒの 点ll良薬 で す 。

一 ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 ー ー ー一 目各・一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー
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(8)、 副 作 用 情 報 及 び コ ー ド

コード,コ メ ン ト

ROOO1,発 疹 、 発 熱 、lllL圧 変 動 、 動 悸 、 頻 脈 、 幻 覚 、 め ま い 、 倦 怠 感 、 悪

心 ・嘔 吐 、 日 の 渇 き 、 排 尿 困 難 、 む く み 、 筋 肉 の こ わ ば り 、 手 の

ふ る え 、 発 汗 等 が 現 わ れ る こ と が あ り ま す 。

ROOO2,便 秘 、1二1や の ど の 渇 き 等 が お こ る こ と が あ りま す 。

ROOO4,発 熱 、 吐 き 気 、 食 欲 不 振 、1.1や の ど の 渇 き 、 徐 脈 等 が お こ る こ

と が あ り まつ『。

ROOO5,徐 脈 、 め ま い 、 動 悸 、 脱 力 感 、 軟 便 、 食 欲 不 振 等 が お こ る こ と

が あ り ま す 。"

ROOO6,動 悸 、 顔 の ほ て り、 発 汗 、 不ll民、 発 疹 、 吐 き 気 等 が お こ る こ と

が あ り ま す 。

ROOO7,冑 不 快 感 、 下 痢 が あ ら わ れ る こ と が あ り ま す

ROOO8,う つ 状 態 、 性 欲 減 退 、 眠 気 、 口 や の ど の 渇 き 、 下 痢 、 鼻 づ ま り

等 が お こ る こ とが あ り ま す 。

ROOO9,眠 気 、 ふ らつ き 、 食 欲 不 振 、 悪 心 、 吐 き 気 、 倦 怠 感 、 脱 力 感 、

ll艮・耳 の 変 調 等 、 又 長 期 連 川 に よ り薬 物 依 存 を 生 じ る こ と が あ

り ま す 。

ROO10,1!1.き 気 、 食 欲 不 振i、排 尿 匪1難 、発 疹 等 が お こ る こ と が あ り ま す 。

ROO12,発 疹 、 か ゆ み 、lllC気 、 鎮lt浄、 疲 労 感 、 不 安 、 徐 脈 、 起 立 性 低1fll.

圧 、 食 欲 不 振 、111の 渇 き 、 鼻 閉 等 が 現 れ る こ と が あ り ま す 。

ROO13,発 疹 、 か ゆ み 、 食 欲 不 振 、 吐 き 気 、 下 痢 、 め ま い 、 動 悸 、 脱 力

感 、 か ら咳 等 が お こ る こ と が あ り まiす 。

ROO14,動 悸 、 頭 痛 、 め ま い 、 の ぼ せ 、 耳 鳴 り、 全 身 倦 怠 感 、 脱 力 感 、

浮 腫 、 頻 尿 等 が コOこ る こ と が あ り ま す 。

ROO15,め ま い 、 頭 痛 、 動 悸 、'1//iの不快 感 、 鼻 づ ま り 、 発 疹 等 が お こ る

こ と が あ り ま す 。

ROO16,発 疹 、 か ゆ み 、 全 身 倦 怠 感 、 頭 痛 、 眠 気 、 食 欲 不 振 等 が お こ る

こ と が あ り ま す 。
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ROO17,頭 痛 、 め まい 、 ふ らっ き、 眠 気 等 が お こ る こ とが あ りま す 。

ROO18,動 悸 、め ま い 、徐 脈 、吐 き気 、 ド痢 等 が お こ る こ とが あ り ます 。

ROO19,1軟 便 、 、tfの不快 感 等 が お こ る こ とが あ りま す 。

ROO20,食 欲 不 振 、周 部 不 快 感 、発 疹 、寒 気 等 が お こ る こ とが あ りま す 。

ROO21,11や の どの 渇 き 、 め ま い 、 胸 の 不 快 感 等 が お こ る こ とが あ りま

す 。

ROO22,眠 気 、 倦 怠 感 、悪 心 、 腹 痛 、 ド痢 、発 疹 、1二10)渇 き等 が 現 わ れ

る こ と が あ ります 。

ROO23,食 欲 不 振 、 吐 き気 、 ド痢 、 徐 脈 、 不 整 脈 、 視 覚 異 常 、 め まい 、

頭 痛 、錯 乱 、 発 疹 、 じん ま疹 、 紫 斑 、 む くみ 等 が 現 れ る こ と が

あ りま す 。*

ROO24,局 所 に 刺 激 感 等 が お こ る こ とが あ りま す 。

ROO25,発 疹 、発 赤 、 か ゆ み 、 か ぶ れ 等 が 生 じる こ とが あ りま す 。

ROO26,不 整 脈 、 動 悸 、 頭 痛 、 め ま い 、 手 指 の ふ る え等 が お こ る こ とが

あ りま す 。

ROO28,皮 膚 の か ゆ み 、 発 赤 、 か ぶ れ 等 が お こ る こ とが あ り'ます 。

ROO29,ま れ に 「1の渇 き 、便 秘 、 胸 や け等 が 現 わ れ る こ と が あ り ます 。

ROO30,接 触 皮 膚 炎 、発 疹 、か ゆ み 、刺 激 感 等 が お こ る こ とが あ りま す 。

ROO31,か ら咳 、 頭 痛 、 悪 心 ・嘔 吐 、 発疹 、 か ゆみ 等 が お こ る こ とが あ

りま す 。

ROO32,発 疹 、 食 欲 不振 、 吐 き 気 、'ド 痢 、 め まい 、 カ リ ウ ム 不 足 、 ナ ト

リウ ム 不 足等 が お こ る こ とが あ ります 。

ROO34,低lllL糖 症 、 光 線 過 敏 症 等 が お こ る こ とが あ りま す 。

ROO35,低lllL糖liii(脱 力 感 、 空 腹 感 、発 汗 、 動 悸 、頭 痛 、 興 奮 、意 識 障

、 光 線 過 敏 症 、 発 疹 、 悪 心 、 食 欲 不 振 等 が 現 れ る こ とが

あ ります 。

ROO36,眠 気 、llや θ)ど の 渇 き 、発 汗 、 倦 怠 感 等 が お こ る こ と が あ りま

す 。
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ROO38,1眠 気 、 ふ ら つ き 、 歩 行 失 調 、 倦 怠 感 、1=1の 渇 き 、 悪 心 、 吐 き 気 、

発 疹 等 が お こ る こ と が あ り ま す 。

ROO40,発 疹 、 尊 麻 疹 等 が お こ る こ と が あ りま す 。

ROO41,発 疹 、 か ゆ み 、 光 線 過 敏 症 、 め ま い 、 頭 痛 、 立 ち く らみ 、 食 欲

不 振 、 「1の 渇 き 、 関 節 痛 、 倦 怠 感 等 が 現 れ る こ と が あ り ま す 。

ROO42,発 疹 、 か ゆ み 、 喘 息 発 作 、 食 欲 不 振 、 吐 き 気 、 頭 痛 、 耳 鳴 り 、

消 化 性 潰 瘍 の 悪 化 等 が お こ る こ と が あ り ま す 。

RoO43,lll:き 気 、 食 欲 不 振 、1腹 痛 、 ド}刊、 頭 痛 、 不ll民、 興 奮 、 め ま い 、

動 悸 等:が 現 れ る こ と が あ り ま す 。

ROO44,神 経 過 敏 、 頭 痛 、 眠 気 、 発 疹 、 「|の 渇 き 、 胸 や け 、 多 尿 、 排 尿

匪1難 等 が 現 れ る こ と が あ り ま す 。

ROO45,の ぼ せ 、 顔 の ほ て り 、 頭 痛 、 め ま い 、 ふ らつ き 、 む か つ き 等 が

お こ る こ と が あ り ま す 。

一 ー 一 一 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一 略 一 ー ー ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一

(9)、 服 川 上 の 注 意 事 項 及 び コー ド&服 川 上の 指 導 事 項 及 び コー ド

コート",コ メ ン ト

JO238,薬 の 服 川 後 は うが い・や物 を 食 べ る の を控 え て 下 さ い。

JO239,吸 湿 性 の た め 、 服 川lll・1:前に 薬 を 取 り出 して ドさい 。

JO240,生 薬 濃 縮 エ キ スか らな る薬 な の で 、 約100mlの ぬ る ま 湯 ま た

は 水 で 川愛川 して ドさい。

JO242,即 効 性 で す の で 、寝 る 前 の 服 川 は 避 け て 下 さい。

JO243,多iite)水(10～20倍{"il=0)水)で 薄 め て服 用 して 下 さ い。

JO244,熱 湯 で 溶 か した り、 果物 の 生 ジ ュ ー ス を 混 ぜ た り しな い で 下 さ

い 。

JO245,服 川 崎 に 溶 か し、 食"i}二と 共 に 飲 ん で 下 さ い 。

JO246,一 包 を100mlの 水 又 は ぬ る ま 湯 に 溶 か し 、 水 の 量 は 少 な く

し な い 様 に し て ドさ い 。
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JO247,水 又 は ぬ る ま 湯 に 溶 か し て 服 川 し て 下 さ い 。

JO248,約/1倍 量 の 温 湯(50～600C)に 溶 か し て 服 用 して 下 さ い 。

JO249,1回{辻 をlOOm1の 水 、 又 は ぬ る ま 湯 に 溶 か し て 服 用 、 又 は

うが い して ドさ い 。

JO250,検 査15～30分llll{こ ノkに1ブミカ・し 、 溶 解 後 はilE.jlt:)に川吏川 して'ド

さ い 。

JO251,服 川5分 前 に 約50mlの 牛 乳 を の ん で ドさ い 。(胃 酸 に よ り

活'性 を 失 う θ)を 防 ぎ ま す)

JO300,川 気当㌧中(ノ)7i三,意

JO301,強 い 直 射r1光 に 長 く あ た ら な い よ う に 注 意 し て く だ さ い 。

JO302,ll光 、 太 陽 灯 な ど で 発 疹 が 出 る こ と が あ りま す の で 過 度 に 光 線

に さ ら さ れ る θ)を 避 け て ト'さい 。

」0303,1=1光 か ら皮 膚 を 保 護 す る た め に 、帽 子 、 長 袖 、 長 ズ ボ ン の 着 用 、

日焼 け 」,ヒク リー ム の 使 川 な ど'L大 し て 下 さ い 。

JO304,急 に 起 き 上 が る と 、 め ま い 、 悪 心 、 頭 痛 が 起 こ る こ とが あ りま

〔,J『(ノ)"(三ごii三
,1ゴ:1-'さし、tt,

JO305,、t/:ち.Lが る な ど 姿 勢 を 変 え る と き に は 、 動 作 を り)・)く り して 下

さ い 。

JO306,出lil1.がll::上 り に く く な る こ と が あ り ま す の で ケ が 等 に ご 注 意 ド

さ い 。

JO308,反 射 運 動 が に ぶ る こ と が あ る の で 、 車 の 運 転 や 危 険 な 作 業 は 注

意 して 下 さ い 。

JO309,11'!1の1玉 転Hや 機 械 の 操11:な ど1・ 分 に 注 意 し て'ド さ い

JO310,危1倹 オR作 業 ・や]1〔〃)運 転 は 避 け て'ド さ い 。

JO311,め ま い が お こ る こ と が あ る の で 、 危1倹 な 作 業 やT[!:の 運 転 は 避 け

て ドさ い 。

JO312,眠 気 が お こ る こ と が あ るo)で 、 危 険 な 作 業 や 車 の 運 転 は 避 け て

く だ さ い 。
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JO313,眠 気 、 反 射 運 動 が にぶ る こ とが あ る の で 、 危 険 な 作 業 や 車 の 運

ll転は」莚け て ドさい 。

JO314,眠 気 、 め ま い等 が 起 き る こ とが あ ります の で 、 車 の 運ll広や 危 険

な 作 業 は避 け て 下 さい 。

JO315,眠 気 、 め ま い 、 ふ らつ き等 が 起 き る こ とが あ るの で 、 車 の 運 転

や 危 険 な 作 業 は 避 け て 下 さい 。

JO316,眠 気 、反 射 運 動 が に ぶ/)た り、 注 意 力 等 が 低 下 す る こ とが あ る

'
の で 、 危 険 な 作 業 や 車 の 運 転 は 避 け て くだ さい 。

JO317,眠 気 、脱 力惑 箸 が お こ る こ とが あ る の で 、危 険 な 作 業 や1'1!:の運

転 は 避 け て 下 さ い。

JO318,1眠 気 、 眼 の 調 節 障 害 、 め ま い 等 を お こす こ とが あ る の で 、 巾1の

運 転 や 危 険 な 作 業 は 避 け て 下 さ い。

JO319,視 覚 障 害 等 を お こ す こ とが あ る の で 、 車 の運 転 や 危 険 な作 業 は

逝iけ て ドさい 。

JO320,め ま い 、 立 ち く らみ 等 が お こ る こ とが あ る の で 、 危 険 な作 業 や

車 の 運 転 は避 け て くだ さ い。 ～

JO321,め ま い 、ふ らっ き等 が お こ る こ とが あ る の で 、 危 険 な 作 業 や|巨

の 運 転 は避 け て ドさい。

JO322,1眼 ・)繍jl{[き 髄 お こ す こ と が あ るo)で ・ 危1倹 な 作 業 や1　lo)運1転

は1壁 け て く だ さい 。

JO323,ll艮 の 調 節 障 害 、y)ま い 等 を お こ す こ とが あ る の で 、 危 険 な 作 業

や 車 の 運 転 は避 け て 下 さい。

JO324,翌 朝 起 き た 後 まで 作 川 が 残 る こ と が あ る の で 、 車 の 運 転 や 危 険

な 作 業 を避 け て 下 さい。

JO325,血 圧 が ドが る こ とが あ る の で 、ll「の 運 転 や 危 険 な 作 業 は 避 け て

ドさい 。

JO326,飲 み は じめ や 量 を増 や したll』'、＼'z:ちく らみ や め ま い 等 が 起 き る

こ とが あ る の で 、"11の 運 転 や 危 険 な11:業 は 注 意 して 下さ い。
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JO327,ワ ク チ ン の接 種 を 受 け る場 合 は 必 ず 主 治 医 の 先 生 又 は 薬 剤 師 に

相 談 して 下さ い。

JO328,lilL糖 値 が ドが りす ぎ る と 重 い 副 作 川 が 現 わ れ る こ と が あ る の で

指 示 され た 川 法 ・川6tを 守 り ま し ょ う。(特 に 食 生 活 が 不 規 則

の 人 、 食 事 量 が 少 な い 人 、 ア ル コー ル を 多 量 に 飲 む 人 、 激 しい

筋 肉 連 動 を す る 人 、)

JO329,服 川 中 に便 が 農 緑 色 に な ・)た り、便 臭 が 薄 くな る こ とが あ りま

す が 、 心 配 あ りませ ん

JO330,服 用lllに 便 や 尿 の 色 や 匂 い が 変 わ っ た り汗 に 色 が つ く こ とが あ

りま す が 心 配 は い りま せ ん。

JO331,服 川1・1'iに便 が 黒 く変 わ る こ とが あ りま す が 心 配 あ りませ ん

JO332,服 用1:P尿 が 赤 く変 わ る こ とが あ ります が 心 配 あ りま せ ん

JO333,尿 が 黄 赤 色 に 変 わ る こ とが あ ります が 心 配 あ りませ ん

JO334,服 用 中 尿 がll高:色に な る こ とが あ ります が が 心 配 あ りませ ん

JO335,服 用rl]尿 に 特 異 な 匂 い が 着 く こ とが あ りま す が 心 配 あ りま せ ん

JO336,服 用 中 原 が 黄 緑 色 に 蛍 光 を発 す る こ とが あ りま す が 心 配 あ りま

せ ん

JO337,服 用 中 原 、 唾 液 、な み だ 、 汗 な どが 黄赤 色 に 変 わ る こ と が あ り

ま寸『カ㍉[♪酉己汝)り ま士rノ)

JO338,服 用 中 原 が 黄 褐 色や 赤 色 に な る こ とが あ ります が 心 配 あ りま せ

ん

JO339,服 用llリノ1泣くllli色に な る こ とが あ り ます が 心 配 あ りま せ ん

JO365,服 川 中 尿 、 唾 液 、 汗 な ど が 黒 っぽ くな る こ とが あ りま す が 心 配

あ り ませ ん

JO366,服 川1-P尿 や{更 が 赤 く変 わ る こ とが あ りま す が 心 配 あ りませ ん

JO367,服 用 中 原 がllilf赤色 に 変 わ る こ とが あ り ます が 心 配 あ りませ ん

JO368,服 用 中 尿 が こは く色 また は 黄 緑 色 に 変 わ る こ とが あ りま す が 心

配 あ り ませ ん

JO340,服 用tlPは)」二期 的 に 視力 検 査 等 を受 け ま し ょ う。
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JO341,服 用 中 は 定 期 的 にlflL液や 尿 な どの 検 査 を受 け ま し ょ う。

JO342,服 川 中 は 定101的 にlllL糖や 尿 糖 な どの 検 査 を受 け ま しょ う。

JO343,服 川lllは 指 示 され た 検 査 は き ち ん と受 け ま しょ う。

JO344,服 川 中 は 定 期 的 にjFl:機能 検 査 等 を受 け ま し ょ う。

JO345,服 川Ll.iは定101的 に)H:・ 腎 機 能 検 査 、lllL液検 査 等 を受 け ま しょ う。

JO346,服 川 中 は 定!0]的 に 腎機 能 検 査 等 を受 け ま し ょ う。

JO347,服 川tl.iは定10h'1《」にlrlL圧を 測 定 し ま し ょ う。

JO348,服 川lllはlllL液 や 心 電 図 な どの 検 査 を受 け ま し ょ う。

JO349,服 川 中 はll与々 尿 の 検 査 やll恵方 検 査 どO『を 受 け ま しょ う。

JO356,服 川 中 はlllt圧や 脈 拍 、 心 電 図 な どの 検 査 を 受 け ま し ょ う。

JO357,服 川lllは 定'期的 にlilL液な どの 検 査 を受 け ま し ょ う。

JO358,服 用 中 は 定 期 的 に 心 電 図 の 検 査 を 受 け ま し ょ う。

JO359,服 用 中 は 定'期的 に 腎 機 能 、肝 機 能 検 査 等 を 受 け ま しょ う。

JO350,水 分 を た く さん(1112㍑ く らい)と/)て 、尿 量 を増 や して 下

さ い。

JO351,あ ま り水 分 を 取 り過 ぎ な い様 に して ドさい

JO352,一 一.-ll寺的 に 疾 の 量 が 増 え る こ とが あ りま す が 心 配 あ りませ ん

JO353,服 用 して か ら6～8時 川 は 紫 外 線 に あ た らな い よ うに しま しょ

つ 。

JO354,服 川tliiと1]NJI|後 、 女 性 は2イ ド川1、 男 性 は6カ 月 間 は 必 ず 避 妊 し

て 下 さ い 。

JO355,川Ullll|は1避 妊 して'ド さ い 。

JO360,服 用 中 と)]12川 後 、1カ 月lll-1は必 ず 避 妊 して 下 さ い 。

JO361,服 用ll・1は授 乳 を 避 け て く だ さ い 。

JO814,ド 痢 が 治 ま/)た ら服 川 を 中 止 し て 下 さ い 。

JO815,ド 痢 の 時 は 、水 分 、出 来 れ ば ス ポ ー ツ ド リ ン ク を とx)て ドさ い 。

JO816,沈 殿 が 生 じ る こ と が あ る の で 、よ く 振 っ て か ら 川《刑 し て 下 さ い 。

JO900,川 蔓義ピ(ノ)意:才C
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JO901,発 作が 起 こ った1時 に服 用 す る の で は な く 、 普段 か ら服 川 を 続 け

て 発 作 を 予防 す る薬 で す 。

JO902,こ の 薬 は 、lllL中濃 度 を'・・定 に 保 つ た め に 、 一定 時 間 毎 に服 川 し

て 下 さ い ◇

JO903,1ilL液 中o)わ`[生 物 質 の 濃 度 を 保 つ た め 、 で き る だ け 一一・定1時 間 毎 に

服 用 し ま し ょ う。

JO904,こ の 薬 は 、 ア レル ギ ー 反 応 を起 こ さな い様 に しま す の で 、 症ll犬

が 消 え て も、 しば ら く続 け て ドさ い 。

JO905,血 糖 値 糸lli持の た め 、 症 状 が な くて も続 け て 下 さ い。

JO906,す で に 起 こ/)て い る発 作 をす ぐに 鎮 め る 薬 で は あ りませ ん。 医

師 の 指 示 に した が ・)て服 川 して 一ドさい 。

JO907,効 果 が あ らわ れ る ま で 時 川 が か か ります 。 しば ら く服 用・1をつ づ

け て 下 さい 。

JO908,こ の 薬 は 長 期 間 、 現 川illし く飲 み 続 け.る必 要 が あ ります 。 医 師

と よ くWl談 して ドさ い。

JO909,'ス テ ロイ ド剤 は 急 激 に 減 らす と危 険 で す 。 医 師 の 指 導 を 必 ず 守

りま し ょ う。

JO910,血 液 中 の 尿 酸 め'(i[をll三帯 に 保 つ た め 、,痛み の な い 時t)服 用 を 続

け る 必 要 が あ りま す 。

JO911,効 果 が 現 れ る まで 時 間 が か か り ます が 、連 刑 す る と副 作 川 もお

こ りや す くな る の で 、 医 師 の 指 示 を 守 っ て服 用 し ま し ょ う。

JO912,急 にlill.圧が1・'が らな い よ う、少 娃か ら始 め て 徐 々 に 増 量 しま す 。

指 示 され た 川 法 ・川 蛙を ・tJ:りま し ょ う。

JO913,急 激 な利 尿 汐」果 に よ/)て 脱 水 が 起 こ る の を 防 ぐた め 、 少 量 か ら

始 め て徐 々 に 増 量 しま す 。指 示 され た 川 法一川 童を 守 りま し ょ う。

JOgl4,服 川 して す ぐ に 中,1元症 状 が な く な る わ け で わ な い の で 、 医 師 の

」旨示 迫]り 川ま川 して ドさい◇

JO915,症 状 に 合 わ せ て服 川 旦 が 調 整 され ます 。 指 示 され た 用 法 ・用 量

を ま も り ま し ょ う。
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JO916,病 状 が 刻 々 と変 わ る よ うな 状 態 で 用 い られ る こ とが 多 い の で 、

必 ず 医 師 の 指 導 を守 りま し ょ う。

JO917,使 い 方 が む ず か しい 薬 で す か ら 、 必 ず 医 師 の 指 導 を守 りま しょ

う◇

J1000,lillH乍 川'j

J1001,副 作 川 と思 わ れ る症 状 が 出 た 時 は す ぐに 医 師 に 、 連 絡 して 下 さ

い 。

J1002,筋 肉 痛 、脱 力 感 の 強 い と きは 、ililEし て 医llliliに連 絡 して 下 さい 。

J1003,薬 で 発 疹 、吐 き気 、腹 痛 、 ド痢 、 関 節 痛 、胸 痛 、 脈 が 乱 れ る 、

尿 が 出 に くい な どの 症 状 が 出 た場 合 に は 、 服 用 を 中」1二して 、す

ぐに 医 師 に連 絡 して 下 さい。

J1004,1削 陽障 害 が あ る か も しれ ませ ん 。 食後 す ぐ 十・分 な 量 の 水 で 飲 ん

で 一ドさい 。

J1005,胃 腸 障 害 の 発 現 を少 な くす る た め 、 食 後 す ぐ 又 は ミル ク 、 制 酸

剤 と一 緒 に 飲 ん で 下 さい 。

J1006,か ゆ み 、熱 感 、発 赤 な どの 過 敏 症 状 が 出 た ら服 用 を 中li:し て く

だ さい

J1007,め ま い 、ふ らつ き等 又 、飲 み は じめ に は ・・一・・一過 性 の 急 なlllL圧低 ド

が 現 わ れ る 事 が あ る の で 注 意 して 下 さい 。

J1008,発 疹 、 じん 麻 疹 な どの 過 敏 症 状 ・や 宵 月易障 害 が 出 た ら、 医 師 に連

絡 して 一ドさい 。

J1009,手 足 が 震 え る 」}:、又 は 寝 つ き に くい 事 が あ るll寺は 、 医 師 に お 話

し トさ い。

JIOIO,lll:き 気 や 、 脈 の 乱 れ を感 じた らす ぐ に医 師 に連 絡 して 下 さ い

J1011,眠 気 、 疲 労 感 、 嘔 吐 感 を感 じた ら、 す ぐに 医 師 に 連 絡 して 下 さ

い 。

J1012,皮 膚 の 発 赤 や 、 か ゆ み 、 胃腸 障 害 等 が 正膓Uれた場 合 は 、 す ぐ 医 師

に 連 絡 して ドさい
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J1013,尿 の 量 が 著 しく少 な くな っ た 時 は 、 中ll二して 医 師 に 連 絡 して 下

さ い。

J1014,膀 胱 炎 様 ハlii状(瀕 尿 、排 尿 痛 、1(IL尿、 残 尿 感 等)が 出 た ら 、服

薬 を 中 止 して 医 師 に 連 絡 して 下 さい。

J1015,タ ー ル 状 の 黒 色便 が あ る と き に は 、服 薬 を 中止 して 医 師 に連 絡

して ドさい,.

J1016,発 熱 や 喉 の 痛 み 、 倦 怠 感 が あ らわ れ た ら、 服 薬 を 中ll:し て 医 師

に連 絡 して ドさい 。

J1017,発 疹 、 じん 麻 疹 な どの 過 敏 症 状 が 出 た ら、服 薬 を 中止 して 医 師

に連 絡 して ドさい 。

J1018,時 に よ っ て は 、 流 涙 症 状 が 出 る事 が あ り ます が 、 心 配 は あ りま

せ ん

J1019,一 ー一時 、 まぶ しさ を 感 じる1!'11:もイ下る様 で す が 、 心 配 い りませ ん 。

J1020,む くみ 、 体 重 の 増 加 を感 じた ら医 師 に連 絡 して 下 さ い。

J1021,長 期 間 川1刑 す る と、 まれ に 耳 鳴 りや 聞 こ え に く くな っ た り、尿

の 異 常 が 起 こ る こ とが あ りま す 。 お か しい と思 っ た らす ぐ医 師

に 連 絡 して ドさ い 。

J1022,軟 便 や 下).1'i|」が 起 こ る こ とが あ り ます が 、 普 通 は … 過 性 の もの で

す か ら心 配 あ り ませ ん。

J1023,便 秘 が 起 こ る こ とが あ り ます 。 便 秘 が ち の 人 は 医 師 に お 話 下 さ

い 。

J1024,脈 が 遅 くな ・)た り、 低lllL圧の 症 状 が 現 わ れ た 場 合 は 、す ぐに 医

師 に連 絡 して ドさ い 。

J1025,悪 心 、lll1'1川:、食 欲 不 振 、 腹 痛 、便 秘 、 ド痢 等 の 胃腸 障 害 が 現 わ

れ た 場 合 は 、 す ぐに 医 師 に連 絡 して 下 さい 。

J1026,腹 痛 、ILI二き気 、1嘔吐 等 が 現 わ れ た 場 合 は 、 す ぐに 医 師 に 連 絡 し

て 下 さい 。

J1027,「1渇 又は 唾ll交増 加 等 の 症 状 が 現 わ れ た場 合 は 、 医 師 に 連 絡 して

下 さい。
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J1028,「1内 炎 、 舌 の あ れ や しび れ 感 等 が 現 わ れ た 場 合 は 、 医 師 に 連 絡

し て 下 さ い 。

J1029,歯 肉 が は れ た り した 場 合 は 、 す ぐ に 医 師}と 連 絡 し て 下 さ い 。

J1030,ごF足 の 冷 え 、 又 は しび れ 等 が 現 わ れ た 場 合 は 、 す ぐ に 医 師 に 連

絡 し て 下 さ い 。

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー一一 田谷 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 一

(10)、 最 終 段 階 で の 総 合 的 デ ー タ 内 容

レセ処 理 コード,商lli]11名,副 作 川,lllfの 薬,剤 型,祀 り・1,記 号2,コ メ ン ト × 最

ノミ5{1,lil

662640563,亜 鉛tl'!ii(10%)単 軟 褐;,R1133,Q3471,T53,白 ～ 淡 黄,,,J1260,,,,,

610406380,ア カルテ㌦ カ'ノセ∫レ1。25mg,R1454,Q2471,T13,黄 褐,201,AC1.25,Jo916,

J1058,

610406381,ア カルテーsイカフ)セル2.5mg,R1454,Q2471,T13,緑:11t褐,202,AC2.5,Jo916,

J1058,

662630061,ア クアチームクIJ－ム1%,R1127,Qo621,T59,白,,OG36,Jl242,

611230003,ア クチナ ミンCapIOmg,R1386,Q3801,T13,淡ll〈:>i.,112,AcTlo112,Jl533,

611140683,ア クー川 ン」"1セ200mg,R1343,Q2331,Tll,白,Ox2,0x2,Jloo4,J1317,

662690012,γ ク1・シン・欧'呂:3`%,R1182,Q3131,T53,1'・1～ 微 黄 〔r,,424,J1206,

662610020,ア クリノール液o.1%,Rl147,Q2101,T71,黄,,,J1274,

616150002,ア ク・マイシンVCap250mg,R1763,Q1641,T13,白 ～ 黄 白,397,397,Jo301,

JO205,JO903,J1901,

662630002,ア ク・マインン・1り(膏,R1123,Q1711,T53,黄_J1242,

662630045,γ ク・マインン/ミ,R1763,Q1711,T50,'t|li-,,,J1228,Jloo1,

615100047,ア コ;'・ンサン錠166.67mg,R5501,Q1222,T11,淡 褐,,ST-01,Jolo1,

613990087,ア ザ ニン錠50mg,R1700,Q2551,T11,淡 黄,TAlo1,TAlo1,Jo307,

JO607,J1512,
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612350002,ア シ"ヤストAコーワ錠40mg,Ro206,Q3701,T18,白,010,A・J:010,Jo216,

JO338,J1532,

612320020,ア スコンプ,Ro15】,Qo7]1,Tl5,白,,,Jlo23,J1314,

660408269,ア スタット・1り('畠:1%,R1189,Q3481,T53,vや ま ぶ き,,05,J1232,J1242,

662640018,ア ズ ノール11り('畠:(3000倍),R1138,Q2222,T53,r炎llr～ 淡 青 緑,,,Jloo1,

613220003,ア スパ ラK散,Ro137,Qolo1,T]o,白,,,Jo348,JIO13,

611140017,ア スピ リン,Rlo44,Q2311,Tol,1'1,,,Jo306,Jloo5,J1307,

662220006,ア スフ'-1レ液o.5%,R1221,Q1151,T71,無 色 澄 明,,,J1272,J1238,Jlo69,

612120232,ア スへLノンCaplomg,R1461,Q3571,T13,淡 ↑(禿,MPI220,MPI22010,

JO214,JO605,

612220036,ア スへ"リン錠(20),RlO38,Q2921,T】1,淡1登,TA105,TA105(20),JO332,

J1001,.『-

612220031,ア スへ"リンシロッフJo.5%,Rlo38,Q2921,T32,白 ～ 淡 黄 灰 白,,,Jo332,Jloo1,

616140007,ア セチ∫レスピ ラマイシン錠 協 和200mg,Ro295,Q1641,T18,黄 燈,KH804,KH804

200,JO903,

611140022,ア セトアミル エン,ROO87,Q]511,To1,1「1,,,Jloo5,J1317,

611170018,ア タラックス・Plo倍 散,R1364,Q1591,Tlo,淡 黄_Jo312,J1508,

611170019,ア クラックスーPシロッフ,R1364,Q1591,T32,～ 炎 燈 ・,
.,c].1072,

612140702,ア ーチスト錠10m9,R1512,Q1841,Tl9,黄,318,ARTlo318,Jo356,Jo614,

J1024,

612140494,ア テ"カ ット」';li30mg,R1498,Q1891,T11,淡1登,223:30,22330,Jo321,

JO912,

612140492,ア テ"カ ッ1・」;定7.5mg,R1498,Q1891,T11,白 ～ 帯 黄 白,221:7.5,2217.5,

JO321,JO912,

610407147,ア テレック錠5,R1514,Q1891,T19,白,AJI5,,Jo309,Jo615,Jo6'34,

613130039,ア テ"・キサ"一ルll女lo%,R1115,Qo251,Tlo,微 黄 ～ 黄,,,J1538,

611240004,ア ーテン10011';:散,Rlo19,Qol61,TIO,lfl,,,Jo318 ,,Jogo8,

662640019,ア ト"コルテンクリーム0 .1%,RO294,Q2021,T59,白,,A-Dク リーム,J1220,Jl263,

J1294,
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612220472,ア トックD.S.,Rl149,Qlo92,To5,白,,As-Dso.59,Jlo49,Jlo55,J1404・

61222047'1,ア トック錠40μ9,R1149,Q]151,T11,白 ～ 灰 白,018,018AC-40,Jlo49,

J1055,

662640682,ア ド フィード10×14cnl,R1232,Q2321,T54,白 ～ 淡 黄,,KC-321,J1241,

662650104,ア トラントクリーム1《%,R1189,Q3481,T59,白,,sS717-C,J1232,J1242,

662220010,ア トPへ"ン ト,R1220,Qlo71,T64,白,,,J1215,J1216,

612440002,ア ナド ・一ル1'];t5mg,R1664,Qo132,T11,燈,A,AD5,Jo911,Jo634,Jlo77・

612140012,ア ピ ラコー」レ錠30mg,R1510,Q1891,T19,白,KH204,KH20430mg,Jlo58・

610407137,ア フェマ錠1mg,R1718,Qo692,T19,灰 赤,CG506,AFEICG506,Jo608,

662310019,ア フタゾ ・ンll夢('畠;(1=lll空川),R1186,Q2026,T70,自,,,J1236,

612170021,ア プ ラクタン錠25m9,R1550,Q3241,T11,白,APo25,APO2525mg,Jo604,

J1058,

611230008,ア ボ ビ スCap50mg,R1388,Q2381,T13,淡 青,AvG50,AV50G,J1602,

J1063,

612320348,ア ミコス錠o.5mg,R1642,Qo841,T19,白,705,705,Jo312,

612170708,ア ムロシ"ン錠5m9,RO239,Q1841,T19,白,536,536AMD5,JO320,

612320034,ア ランタ,R1625,Qo823,T14,白,,AT19,J1314,Jlo23,J1911,

613120003,ア リナミンF糖 衣 錠51ng,Ro238,Qo231,T18,白,306,3065,Jlo17,J1535,

611410011,ア リメシ"ンシロッフ",R1430,Qoo41,T32,blミ 澄1リ1,,,Jlo72,

614210014,ア ルケラン錠,R1714,Qo692,T11,1≒1,A2A,,Jo357,Jo605,J1627,

660406005,ア ルテ"シンAQネ ーザ ル8.5m9,R1202,Q2024,T62,白,,ALDPS,J1253,J1202,

611190051,ア ルナート順1立5%,Rolo5,Q3291,T15,自 ～ 微 黄ll,1,,MCIo13,Jo206,

J1303,

611190052,ア ルナート錠50mg,Rolo5,Q329],T19,淡 黄,MCIo12,ANT50MCIol2,

JO206,J1303,

661140092,ア ルピ ニー坐 剤50,Roo87,Q1511,T56,白,,ALPINYSUPP50mg,J1231,

6]3110004,ア ルファP－ルカフ'セル3.oμ9,Ro133,Qo292,T13,白 ～ 微 黄 白,,ALF3,Jlo46,

J1511,J1902,
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613110002,ア ルファ・一ルカフ.セルo.5μ9,Ro133,Qo292,T13,淡 黄 褐 澄 明,,ALFO .5,

J1046,J1511,J1902,

613110005,ア ルファロール1夜,Ro133,Qo292,T31,微 黄 ～ ～炎 黄 澄 明,,,Jlo46,J1511,J1902,

612180014,ア ルフf7"レ ー1・カブ'ヒル,R1542,Q1961,T13,1'[-i,705,705,Jloo2,J1601,

611140685,ア ルボ 錠200mg,R1343,Q2331,Tl1,ll'1,T72,T72200,Jloo4,J1317,

662640683,ア ルメタ軟 膏o.1%,R1130,Q2011,T53,微 黄 白,,371ALT,J1220 ,J1294,

J1263,

660407001,ア レギ サール,lk,lll艮液5nlg,R1173,Qoo43,T61 ,無 色 澄.明,,,J1248,J1208

614490023,ア レギ サールト"ライシ・ッフ∪,Rl573,Qlo81,To5,自 ～ 微 黄 白,,228,Jo633,

JO906,

614490001,ア レギ サール垂;定10mg,R1573,Qlo82,T11,}n{:黄 白,226,10226,Jo633,

JO906,

614490029,ア レシ"オン錠10mg,Ro146,Qoo41,T19,白 ～ 微 黄,1P,ALlo,Jo901,Jo312 ,

612140033,ア レステン錠,R1507,Ql891,T11,淡1登,216,216,Jo301,J1526,Jo913,

J1508,

611130096,ア レビ アチン錠,Rloo4,Qo611,T11,白,172,ALE:172 ,Jo313,Jo345,Jo617,

611130094,ア レビ アチン糸lll粒,Rloo4,Qo611,T14,白,,,Jo313,Jo345,Jo617,

一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 －lll斉 一 ー ー ー 一 一一 一 一 一 ー 一 一 一
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1.3.薬 剤 情 報 印 字

1.3.1操 作 手 順

薬品 の薬剤 情報 を印字 します。

匿 逼 面]N・.1

巴1;1蕊:翻 爾ll勲:1鷲:㌘ ト(9800　)

已 三]… 薬斉㈱ 醐 ・三する細 に伽 てい就

★ マニ 〃1他 ・ていゑi塞・lllが印刷対象 ○ が、lili而右側 の薬 着帽 報欄に

情 報番号(1～99)が 表示 されていない場合は薬剤情 報は印字 され ませ ん。

(例:薬 剤情 報ll亨}}選択時に全ての情 報N〈)を 出力文」'象外 に した場合)

印 刷 を 開 始 し ま す か?(Y/N)の 時 点 で(第1画 面NO.1)、

剤 ↑1-,i報が 印hilllされ ま 寸 。

Y・ と す る と 】七 ζ二Z .が,{寸し.こて とこる 薬 品 の 葵

「冤1亘]N。.、

已 二.'糊 概1測.

・ ∫,1'1・こ涜 職 北t!'t「's

∀靭 清朝ミ'・l

i'も`丘lo9ぱ`L

薬 剤情 報出 力判 定(ど の薬 品を印刷す るか しな いかの設定)を 行 う場 合

上矢印 キー(1)を 押す か、表 示 され てい る薬品名 をク リソクす ると薬品表示 ヘカー ソルが移動 します。

(第]画 面NO.2)

矢印キー で対象薬品 まで移動 し・キー を押 すか、対象薬品 をダブル クリックす る と出力判 定が可右舷です。

出川 碇 か ら伽 †るには、EsCキ ーを卿 一か、 卜剛1㌘ リ・ク して1・さい。

・注 意 最 初から★がない薬品 傑 剤情拠 些)`lt出 川 　淀(★ を仙 下る三±Lが でき上せん
ぶ
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薬剤 情報番号選択 を行 う場 合(2通 り)

① パ ラメー タセ ッ トで薬剤情 報NOを 設定。(設 定方法 は販売店 にお問 い合わせ 下 さい。)

② 任 意の薬 品に カー ソルを合わせ 、 ・キー を押す 、又 は1情 幸1芝選択1を ク リックす る と、薬 剤情報内容表

示 ど1吉報番?3選 択が可能 な第2画1百iに 進み ます、,(ド の図を 参照)

★マー クがない薬品 を選択 した場合 、"薬 剤情 報が登録 され てい ません!"と 表 示 され ます。

「…亘 直面]

ブ情報番号の選択

ノ
薬剤情報内容

(

(

(

.一.一.....・ 一.・ 一.一ー一.

薬 剤 情}艮選 択

q・1'll序 品 も い ・・`で・F鉦15川1

騰ll誓 ⌒ 『
灘懸il
　

　
内 合 悟

)

)

◆塾 龍
.・走・・中等培.暫 定且剛 ・圧〉蒲.牝 ・痂 に.・_;「 ・・77

懸 灘 蜘 緬 、。1細 。唖 。。。_。 。。。。f

誓㌔.騨思綴鑛:三二を口纏 邑5'読i碁ll蹴∵'∵Pば 梱
まrこ 業,

A
・

-

1・湿・・い ・川 は 竺ll川 ・・了n)lll1ド『1一

**薬 剤情報内容表示 と情報番号選択**

前画面 で選択 した薬品に存在す る薬 剤情報NOが 表示 され ます。 マゼ ンタ色の情報番 号が出力対象、

黒が出力対象 外です。

マ ウスのク リック、 または画 面上枠の薬剤情 報NOに カー ソルがあ る状態 で矢印 キー(↑ ↓)・

ROLLUP/DOWNキ ー を仙川す るか、ス ヒンボ タンを ク リック して任意0)情 報番号 にカー ソル

を合わせ 、改行 または ダブル ク リッ クをす る と、出力対象 と出力対象外 の切替 を行 うことがで きます。

画 面 下 枠 は カ ー ソ ル で 選 択 した 情 報 番 号一の1ノミ1容に な り ま す 。

内容の続き観 たい場飴 ・∵ キーを桐 か/亘}弼 をクリ・久 又i醐 妾マウスで内飾 耐

ク リック して ドさい。 画面 下枠 の情 報内容 にカー ソルが移動 します ので 、ROLLUP/DOWN

キー を使 用す るか、ス ピンボタンを ク リック して下 さい。

唖 、 ・キー を押す 、 また は1這 亘司 をク リ・クす る と、カー ン・レカ・画 面.L枠 の薬 剤情 報N・ に

移動 します。
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一

・キーを押す、または 巨 溺 をクリ・クすると、赫 さオ・ている全てa・情幡 艶 出加r象 とします・

一
・キーを押す、または1鍾t図 をクリ・クすると、表示さオしている全ての情報翻 を{肋 対象外 とし

ま す 。

・キー を押す 、 または 匹i玉 詞 をク リ・クす る と、選蝋 た劇1が 鮪 され ます.

こ・・処理 を行 わずに 、Escキ ー を押す 、または 巨亘 一;を・ リ・クす るとぷ 択 した囎}撫 効 とな

り ま す 。
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1.3.2

原 田 勝 己

印 刷 見 本1

様 発 行 日97年2月27日

△ 日 の お 薬

薬 品 名:ト フ ラ 二 一 ル 錠25mg

色 ・剤 型:灰 赤/糖 衣 錠ICG2101TOF25CG210/CG210TOF25

主 な 作 用:う っ 病 ・ うっ 状 態 、 尿 失 禁 の 治 療 薬 で す 。

☆ 立 ち 上 が る な ど 姿 勢 を 変 え る と き に は 、 動 作 を ゆ っ く り して 下 さ い 。

☆ 眠 気 、 反 射 運 動 が に ぶ っ た り 、 注 意 力 等 が 低 下 す る こ とが あ る の で 、 危 険 な 作 業 や 車

の 運 転 は 避 け て く だ さ い 。

☆ 服 用 中 は ア ル コ ー ル 類 は 飲 ま な い で 下 さ い 。 薬 の 作 用 が 強 く 出 る こ と が あ り ま す 。

○ 血 圧 変 動 、 頻 脈 、 む く み 、 発 疹 、 眠 気 、 め ま い 、 口 の 渇 き 、 排 尿 困 難 、 便 秘 、 手 の ふ

る え 、 筋 肉 の こ わ ば り 、 頭 痛 、 倦 怠 感 、 悪 心 ・嘔 吐 、 発 汗 、 て ん か ん 発 作 等 が 現 わ れ
る こ と が あ り ま す 。

飲 み 方:1日3回 毎 食 後 に 服 用 して く だ さ い5日 分

薬 品 名:ハ ル シ オ ン0.25mg錠

色 ・剤 型:淡 青/錠 剤ll7117

主 な 作 用:不 眠 症 の 治 療 に 用 い られ る 薬 で す 。

☆ 睡 眠 の 途 中 で 起 き て 用 事 を す る 必 要 が あ る 場 合 は 飲 ん で は い け ま せ ん 。

☆ 翌 朝 起 き た 後 ま で 作 用 が 残 る こ と が あ る の で 、 車 の 運 転 や 危 険 な 作 業 を避 け て 下 さ い

む

☆ 連 用 中 に 急 に 服 用 を 中 止 し た り 、 急 激 に 減 らす と副 作 用 が 強 く 出 る こ と が あ る の で 、

医 師 の 指 示 を 守'っ て 服 用 し ま し ょ う。

☆ 服 用 中 は ア ル コ ー ル 類 は 飲 ま な い で 下 さ い 。 薬 の 作 用 が 強 く 出 る こ と が あ り ま す 。

○ 眠 気 、 ふ らっ き 、 頭 痛 、 口 の 渇 き 、 倦 怠 感 、 一 過 性 の 健 忘 等 、 又 大 量 連 用 に よ り薬 物

依 存 が が お こ る こ と が あ り ま す 。

飲 み 方:1日1回 就 寝 前 に 服 用 し て く だ さ い14日 分

※ 主 な 作 用 にっ い て は 医 師 の 処 方 目的 を示 した もの とは 限 りませ ん

・こ の 薬 は 、 医 師 が あ な た の 病 気 や 症 状 に 対 して 処 方 した 薬 で す 。
・薬 を 服 用 中 に 何 か 気 に な る こ と や 変 わ っ た こ と が あ れ ば 勝 手 に 判 断 せ ず

、 す ぐ に 医 師 、

i薬 剤 師 に 相 談 し ま し ょ う。
YS調 剤 薬 局

TELO&2-279-5550

薬 剤 師 和 弁 柄 須 太 郎

、
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1.3.2印 刷 見 本2

今 日 の お 薬1頁
原 田 勝 己 様 発行日97年2月27日

薬品名/≡Eな 作用 色 ・剤 型 飲み方 朝 昼 夕 寝前 使用上の注意
トフラ二一ル錠25mg

うっ病 ・うっ状態、尿失禁の治療

灰赤/糖 衣錠
本体記号:㏄210

1日3回 毎食後に服用
してください

●血圧変動、瀕脈 、むくみ、発疹、眠気、めまい、口の渇き、排尿
困難、便秘 、手のふるえ、筋肉の こわば り、頭痛 、倦怠感、悪心 ・

薬です。 包装記号:TOF25㏄2
10/CG210TOF25

5日 分
1 1 1

嘔吐、発汗、てんかん発作等が現われることがあります。
★立ち上がるなど姿勢を変えるときには、動作をゆっくりして下さ
い 。

後 後 後 ★眠気、反射運動がにぶった り、注意力等が低下することがあるの
で、危険な作業や車の蒲転は潜けてください。

ハルシオン0.25mg錠 漢音/錠 剤 1日1回 就寝前に服用 ●眠気 、ふ らつき、頭痛、口の渇き、倦怠感、 過性の健忘等、又
不眠症の治療に用いられる薬です 本体記号:17 して ください 大量連用により薬物依存ががおこることがあります。
o 包装記号:17 14日 分 ★睡眠の途中で起きて用事をする必要がある場合は飲んではいけま

1 せ ん 。

★服用中はアルコール類は飲まないで下さい。薬の作用が強く出る
ことがあ ります。

クラビット細粒100㎎ 微黄白～黄白/細 粒 1日3回 毎食前に服用 ● 発 疹 、 か ゆ み 、 不 眠 、 め ま い 、頭 痛 、悪 心 ・嘔 吐 、腹 痛 、下 痢 、

合成抗菌剤で、細菌による感染症 包装記号:CV-1 して ください 低血糖、貧血、発熱 、咳 、筋肉痛、倦怠 ・脱力感等が現れることが
の治療薬です。 7日 分

○ ○ ○
あります。
★発熱や喉の痛み、倦怠感があらわれたら、服薬を中止して医師に

連絡 して下さい。
前 前 前 ★風邪薬や鎮痛剤を飲む必要がある時は、必ずこの薬を服用中であ

ることを医師、薬剤師にお話 しください。
アンテベー ト軟膏0.05% 白/軟 ・硬膏 ・スチ ッ 外用 ●皮膚の刺激感、発疹、長期連用で皮膚萎縮、毛細血管拡張、にき
合成副腎皮質ホルモン(ス テロイ ク ・ペ ー ス ト ・練 薬 び様発疹等が現れた り、かびや細菌に感染しやすくなったりするこ
ド剤)の 外用剤です。 包 装 記 号:TO-186-0 とがあ ります。

★感染をおこした湿疹や皮膚炎にはっかわないで下さい。
★化粧下やひげそり後等には使用しないで下さい。
★長期の使用は避けて下さい。

ポ ン タ ー ル シ ロ ップ3.25% 白/シ ロップ 発熱時に服用 してくだ ●発疹 、食欲不振 、胃痛、腹痛 、下痢、眠気、めまい等がおこるこ
消炎 ・鎮痛 ・解熱剤です。 さい とがあ ります。

5回 分 ★振 り混ぜてから服用 して下さい。
★消化性潰瘍や喘息のある方は、この薬を使う前に医師にその旨申
し出て下さい

※主な作用については医師の処方目的を示したものとは限 りません。

・この薬は、医師があなたの病気や症状に対して処方した薬です。YS調 剤薬局
・薬を服用中になにか気になることや変わったことがあれば勝手に判断せず、 広島市西区草津新町1-25-35
すぐに医師・薬剤師に相談しましょう・ 広島ミクシスビル4階

TELO82-279-5550

薬剤師名 和井柄須 太郎
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1.4デ ー タ ベ ー ス の カ ス タ マ イ ズ

1.4.1操 作 手 順

薬 剤情 報デー タの取 り込み イ メー ジ(レ イ ア ウ ト)を 設 定 し、取 り込み 処理 を実行す る ことに よ り

保険薬局 システ ムに指 定 され たイ メー ジで薬 剤情報のデー タが取 り込まれ ます。

前 準 備 作 業

薬 剤 情 報 デ ー タ 取 り込 み を 行 う前 に 以 下 の 作 業 を 行 っ て1ご さ い 。

1.97-Ol-31版 以 降 の 保 険 薬 局 シ ス テ ム が イ ン ス トー ル され て い る こ と を 確 認 し て 下 さ い 。

97-Ol-31版 以 前 の 保 険 薬 局 シ ス テ ム の 場 合 は 、 シ ス テ ム の バ ー ジ ョ ン ア ッ プ を 行 っ て 下

さ い 。

2.〈 随 時 処 理 メ ニ ュ ー 〉 の 〈]5.FDリ ス トア 〉 に て 、 該 当 の 薬 剤 情 報 デ ー タ ベ ー ス を セ ッ

ト して 下 さ い 。

3.〈 裏 メ ニ ュ ー 〉 の 〈 】.パ ラ メ ー タ セ ン ト 〉 に て 、 項 目27の 薬 剤 デ ー タ ベ ー ス を 該 当 の 薬

剤 情 報 デ ー タ ベ ー ス に 設 定 して 下 さ い 。

起 動 方 法

].薬 剤 情 報 デ ー タ 取 り1△み の オ リ ジ ナ ル フnソ ビー を フ ロ ッ ピ ー ドラ イ ブ に セ ン トし 、 〈 随 時

処 理 メ ニ ュ ー 〉 内 の 〈]4.オ リ ジ ナ ル メ ニ:⊥ 一 〉 を 実 行 してrト さ い 。

2.オ リジナル メニ ューが表 示 され ます ので 、〈1.薬 剤情報 取 り込み 〉を選択 して 下 さい。

操作説明

、姪纐 編 鋤

画 面 説 明

O薬 剤 情 報 デ ー タ ベ ー ス 名 欄(亘n「i'fiiイi」:.)

取 り込 み元 と な る薬 剤 情 報 デ ー タ ベ ース

の 種 類 ヵ俵 示 さ れ ま す 。

O薬 剤 情 報 取 り込 み イ メ ー ジ欄

薬 剤 情 報 デ ー タ の収 り込 み イ メ ー ジが 表

示 され ますc,iNり 込 む 項 目が 、 ご 一－No]-

一・㍉ の 形 で 表 示 され ます
。 書 き換 え 区分

に よ って 色 分 け され ま す が 、 詳 し くは

● 輌!}き換 え 区分 につ い て を 参 照 して ド

さ い 、,

O項 目詳細 情 報 欄(画 面 左 下)

カ]ソ ル の あ る行 の 項 目の 内 容 が 反 転表

示 され ま す 。
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フ ァンク シ ョンキー操 作

●終 了

●行挿 入

●削 除

●ζi三肖川s.!1ミ

●情 報番号

●登 録

●取込開始

●初期化

:処 理 した 内容 を取 り消 し、オ リジナ ルメニ ュー に戻 ります。

:カ ー ソルのある行に空 白行 を挿入 します。

:カ ー ソルのあ る行を削除 します、、

:設 定 した 取 り込みイメー ジを全 て削除 します,、

:薬 剤情報 タイ トル 《薬 剤情 報X》 をカー ソルのあ る行 に挿 入 します。

:取 り込み イメー ジを保 存 して薬 剤情 報デー タ取 り込み を終 了 します、,

※空 白行 は保 存 され ません のでご注意『下さい。

:作 成 した取 り込 みイメー ジに沿って 、薬剤情 報デー タの取 り込み を行い ます。

:保 険薬局 システ ムに登録 されて いる薬剤情 報デー タの初期化 を行 います。 登

録 されて いるデ ー タは全て消去 され ます ので ご注意 下さい。

※取 込開始 ・初 期化の処理 を実行す る と保険薬局 システ ムの薬剤 情報デー タが更新 され 、以

降 元に戻す こ とがで きな くな ります。処理 を行 う前にデー タのバ ックア ップ を行 って下 さ

い 。
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取 り込む項 目の設定

【画 面 リ .

【i画['ii|2】

【画lllil:3】

鞠 繊藩戴遺線
I

l襲 爵 ヌ,。 ・・
,.「 「L.」1,

匡=西 コ 亘 メ・ト

　

〉

2.コ メ ノトく
＼'← ・サ〒 〒 マ 一一 一 一 一 －P←

～ →一 「--一 一 一 声 一-≡ 一 一 .1
3コ メ ノ ト<

<

〉,

〉
』4i

コメ ノ トぐ一ー二 二 ー〉コ・ごくン ト〈一 一〒↓一一〉

"1
司

【∬旦lli(1|∠1】

【1坦1面i5】

薬葎 惑入力

【山 朗6】
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|

2

3

/

5

6.

【山面1】 にて取 り込む項 目を設定す

る行にカーソルを移動 し、[改 行1キ

ー押 卜、もしくはダブルクリックで 【画

面2】 項目選択画面が表示されます。

≧=・カーソル行に既に項 目が設定されて

いる場合は修正となります。

【画面2】 のマザー項 目選択画面にて

取 り込む項 目を選択 して下 さい。

【τ山i'iri'i3】の書式選択画面が表示され

取り込む項 目を選択 しガイ ドが表示さ

れていますので、項目取 り込み時の書

式(レ イアウ ト)を 選択 して ドさい。

詳 しくは 以下の ●書式選択について

を参照 して下さい。

i=:ここで書式4を 設定すると、次は 【画

面6】 の入力になります。

【画向'1】 の長さ入力画19iが表示され

ます。項 目を取り込む際に、何文字取

り込むかを設定して下さい,,

【画面5】 の書き換え区分入力画面が

表示されます。薬剤情報を取 り込む際

に、取り込み先に既にデータが登録 さ

れている場合の処理を選択 します。詳

わしくは以下の●書き換え区分につい

てを参照 して一トさい。

w薬剤情報X》 ～ 、薬剤情報XX》

間分ての項目の書き換え区分か愛山 さ

れます、,(書 き換え区分は、薬剤情報

タイ トル間で共通の設定となります)

【画面6】 の取り込み区分入ノJ画面が

衣川されます。詳 しくは以 ドの ●取り

込み区分についてを参照 して下さい
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7.【 画 面7】 の コメ ン ト入 力 画 面 が 表 示 され ま

す 、,取 り込 む項 目の 先 頭 に コ メ ン トを 設 定 す

る場 合 に人 力 して ドさい 。

1:【 画 面3】 に て 書 式4を 選 択 した 場 合 、以

上 で 項 目の 入 力 は 終 了 で す 、,

8.【 画 面8】 の タ イ トル 人 力 画 面 が 表 示 され ま

す 、,

1薬 剤 情 報1効 能 ・効 果 》

薬剤情報タイ トルの下線の部分に表示する

文 章を入力 して下さい。

●書式選択 について'

薬 剤情報 を取 り込む際 に、 どの よ うな レイア ウ トで取 り込むか を指定 します。

(り書式1… コメン トで1行 他 用 し、次の行か ら内容 を⊥li/り込み ます。

★★副作川 ★★

1眠気 め まい 吐 き気が 起きることが あ ります

←:コ メ ン ト

← 副 作 川 の 内 容

コメン トを入力 しない場合は コメン ト行が空 白行 とな ります。

NiCS,((LV)三Eし 、

← コメ

吐 き気が 起きることが あ ります

トがないた め空 白

←副f乍月]の内容

O書 式2… コメン トの直後か ら内容 を取 り込み 、次の行以降(複 数行)e・Tt行の先頭か ら内

容 を取 り込み ます

コメン}

・lll作用1呼 吸 匪1難
、 不 整}脈 、IilLJi:三の 変 動 、 眠 気 、y)ま い 、ll」:き 気 が 起 き

る ことがあ ります

○ 書式3… コ メン トの直 後か ら内容を取 り込み、次の行以降(複 数行)は コメン ト分の ス

ペー スを開 けて内容 を取 り込み ます

コメン}

副 作 川 呼 吸 困 難〔、 不 整 脈 、ll】t圧の 変 動 、 眠 気 、 め ま い 、 吐 き 気 が 起 き

る こ と が あ り ま す 、,

一55一



○ 書 式4・ ・;複 数 の 項 目 を 連 結 してll交り込 み ま す 、,

書 式4を 設 定 す る とlllil而.Lは

コメ' /〈 一 ー 一 －No7-一 一 一 〉 【連 続 項 「日

と 表 示 さ オ'しま す 。 」.二記(ノ)1列の 場 合 、N{.)70)」頁1コを 連 糸売項1ヨ(書 式 区 分4)と し

て 言父足 し て し・ま寸一、,

上記 の 設 定 で 薬 剤 情 報 の 取 り1ムみ を 行 う と 以 ドの よ うに2っ の 項 目 を 連 結 して

jl～ζり」△、ア方方ミそ了」Pオしま 寸一〇

言己・号'ANP20188//八NP

※書式区分4を 設 定 した場合以'ドの ことに注意 して 下 さい。

連続項 目(・護}:式区分/1)の 設 定は、先頭 にな る項 目の下に続 けて設 定す る必 要が あ り

ます。 上記の例の場合 は、先頭 になるNo6の 』ドにNo7(連 結 して出力す る もθ))を 設 定

して います。 項 目の入 力の時点 で、先頭 にな る項 目が ない場・合は連続 項 目の人力が でき

な くなってい ます、、また項 目を削除す る場 ・合 も同様 で、連続項 目(書=式区分4)だ けを残

して先頭 にな る項 目を削除づ一る ことはで きません、,

そ の他 、取 り込み時 の長さの設 定について もll}:式区分4の 場 合は他 の区分 と異 な り、

先頭 にな る項 目(No6)の 長さに、連 結 され る項 目(No7)が 含 まれ る設 定 とな り.ます。

長 さ60

(」ミ さ20)

こ の 場 ∩ 、'三 際 に 取 り 込 み を イ〕'う と 、No6とNc.17の2っ を 連 結 し 、60文 字 を 超 え た

こfl～O>{こ!)し、一('`rtノノttソ1、さ オしま －ll-o

●書 き換え 区分 について

薬剤情報 を取 り込 む際に 、取 り込み 先に既 にデー タが 登録 され てい る場合の処理 を設定 します。

○区分1(書 換 え)… 取 り込み 先に既 にデー タが 登録 され てい る場 合上書 きで取 り込み を行

い ます。 そ の為、取 .り込み 先に登録 されていたデー タは消 えて しまい

ます。 画面上 は項1:1を 赤 色で表 示 してい ます。

○区分2(追 加)・ … 取 り込み先 に既 にデー タが 登録 され てい る場合、登録 され てい るデー

クa)次 の行 か ら新 しい内容 を追 加 して取 り込み ます。 画il川Eは 項 目を

lWら で表示 してい ます、、

○ 区分3(宝 印1与)… 取 り込み 先にデー タが 登録 され ていない ときのみ取 り込み を行い ます。

画面 上は項ll]を 紫 色で表 示 してい ます。
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※'i-1'i-Lk換え 区 分 の 設 定1,tぷ 剤 ・酬],タ イ ト・レ・川 の 項Fl.f:i>,.てで 」樋 と な り'ます.

《.薬剤 情 報X》

)・ 一 一1・ 分は全て共通1

《薬 剤 情 報XX》

● 取 り'込み 区 分 に つ い 一(

取 り 込 み 元 の デ ー タ に 該 当 項1'1の1人1容 が 登 録 され て い な い 場 合 に 、 コ メ ン ト〃)み 取 り込 む か 何 も

lis4り1ムま な い カ・を6父 虚 し ま>ll㌔

区 分 】「(しな い)一 一 ・取 ・泌 み 、己に 則 的 容 万治 録 さ れ て い な し・場 ・合 、 取 り込 み 先 にfOfも 取

り:iムVSま 一せノ)。

区分 ・(す る)・ … 距・り込剛 こ項1喘 力s鍬 されて いない竺 【ftttiihi7】にて設定

一」一そ1
)二rtメ ン・卜(ノ)、:ノメ、ll'S4り」△'ノみ.=ヒ};)'c,

※ 書 式 区 分 が ・iの 場 ・合 、 以'ド の こ と に 注 意 し て ト'さ い 。

先 頭 に な る 項 目(i`.)6)と 連 結 す る 項 目(No7)の 設 定 に よ り 、 コ メ ン トの 付 き 方 が'変 わ っ て き ま

す 。

1山了1了lil・.(ノ)輌1'之)1三

二IJン

'フ

No6

ii己 号 一:く:一 ー ー ーー ー ー ー ー ー ーー 一 －N1.)6-一 一}一 一 ー 一 一 一 一

//<:一 ー 一 －i'.)7-一 一 一::・ ・ 【連 続 項 目 】

〉

じ〔フ)∫頁}:Zll(N{.)6)(ノ')月 更 り1ム ノメ1メ:フ>1、 三山 奉告・i)'る 」真1-1(N{.)7)θ)ll反 り1△ ・ソメ・1又:ラ)}

1に 内容 が登 録 さオして いない場 合の取 り込みイ メー ジ

/ANP20188

N・.)7r7)コ メ ン ト と 内 容U).ノ 」・・取 り 込 ま オしま す 、,

7に 内 容 が 登 録 され'て い な い 場 合 〔ノ川反り込 み イ メ ー ジ

言己弓':ANP20188

N{.)i'i(ノ)、:ノメ 月亘 り:}△.'ヒ オし 、Nc.)7仁1:ll:S(り 」ム.:}三 オ し,:E-VJ'/)。
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'

・No6の 取 り込 み 区 フ>2
、Nc.)7の 取 り込 み 区 フ>l

No6に 内 容 が 登 録 され て い な い 場 合0)取 り込 み イ メ ー ジ

;i己号・ANP

No6の コ メ ン トに 、No7(ノ)1勺 容 がIJI結 さオしま す 。 基 本 的 に 連 糸売項 目 の 場 合 は 、

コ メ ン ト と コ メ ン トが 連 結 さ れ る こ と は あ り ま せ ん
。 言己号:/∧NP

O
亭
^
=
、

・No6の 取 り込 み 区 分2
、No7の 取 り込 み 区 分2

N{.)7に 内 容 が 登 録 さ れ て い な い 場 合 の 取 り込 み イ メ ー ジ

i'1己5il!－ANP20188/

No7の コ メン トが連結 され て取 り込 まれ ます。

以 」・:のよ うに取 り込み 区分の設 定によ って、取 り込 まれ る薬 剤情 報のデー タ形式 が変わ

って きます。連続項 目の設 定を行 う場 合には 、パ ラメー タの設 定内容 に十分注意 して下 さい。

o
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o

薬剤情報 タイ トル の修IE

《薬剤 情報1効 能 ・効果 》

通 常 、取 り込み項 目の設 定(【 画面5】 【画面8】)で 薬剤情 報 タイ トルの 内容 は設定 され ますが 、

直 接 内 容 の 修 」Eを 行 う こ と も で き ま す 、,

【画 面 】】

;N

T

繍 葺鏡句』2脇 ジ 一
渠 月P,.・t二s}♪v・ 一'

罵∴一 ㌦,
ii酬 ・㌍ 禰 ・㌦f,

竃;二≡ 」主ILL….'u

》

.κ

N:7'卜 －Q・rll`隣 さ 7口1人`

9.
◆

フ
、

4

稔

よ 誕Ili 嚇噺▼

£謄弓
1
一ゾ∫

い,

二」

3

'「

蓑i,

随 。匡ミ韓 藍仁斗唖 釧 毒

i鷺

ll・ 魎 〔コ

】戸O
山

一
【

【111田川8】

1.【 画 面1】 に て 薬 剤 情 報 タ イ トル の 行 に カ ー

ル を移 動 し、|.改 行1キ ー押 下 、 も しくは ダ

ブル ク リ ック で 【画 面5】 の 」1}換え 区iy>が 表

示 され ます 、,ただ し、薬 剤 情 報 タ イ トル欄 以

降 に取 り込 み項 目が 設 定 され て い な い 場合 は

修 正を 行 う こ と が で き ま せ ん 、、

2.【 画 面5】 の 書 き換 え 区分 人 力 画 面 が 表 示 さ

れ ます 、,薬剤 情 報 を 取 り込 む 際 に 、 取 り込 み

先 に 既 に デ ータ が 登 録 され て い る場 合 の 処 理

を 選 択 しま す,,

ミ薬 剤情 報X》 ～ 《薬 剤 情 報XX》 間全 て

の項 目の 書 き換 え 区分 が 変 更 され ま す 。(書

き換 え 区 分 は 、 薬 剤 情 報 タ イ トル 問 で 共通 の

設定 と な り ます 。)

3.一 【画 面8】 の タイ トル 人 力 画 面が 表 示 され ま

す 、,

ttl薬剤 情 報1効 能 ・効 果 》

薬剤情報タイ トルの下線の部分に表示する

文章を入力 して下さい。
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1.5お わ りに

平成7年9月 よ り、各 製 薬 メー カー が 添 付 文 書の 自主 改 訂 に は い っ てお り、

半 期 で 約1,500品 目つ つ3年 間 の 予定 で あ るが 、

さ らに 、平 成9年4月 か らは 、相 互 作用 の 記 載変 更が 重 な る予 定 で あ る。

患 者 さん を薬 害 か ら守 るデ ー タベ ー ス と して 、医師 、薬 剤 師 の方 々 に は 大 い

に活 用 して い ただ き た く願 う しだ い で あ る。
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